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崎山　 マダガスカルの民族移動と言語形成

マ ダガ ス カル の民 族 移 動 と言 語 形 成

　 民俗語彙 ・植物名称の意味的変遷から

　　　 　崎 　　山　 　 　　 理*

Migrations to Madagascar and Formation of the Language of Madagascar: 

   A Comparative Study on the Folk-Vocabularies and Plant Names

Osamu SAKIYAMA

   This paper emphasizes that the present languages of Madagascar 

(the national language "Malagasy" is based on the Merina dialect) have 
been formed through the process of the pidginization of Javanese. 

Javanese was the language of the latest immigrants, who navigated from 

Indonesia about A. D. 1400 and conquered most of Madagascar foun-

ding the Merina Kingdom. As a lingua franca Javanese spread through-

out the country and got creolized with the language of the antecedent oc-

cupants of Madagascar, who were composed of the coexistent peoples, 

including the preceding Indonesians, Africans, and Arabs. 

   The initial Austronesian settlement might have been, as  0. C.  Dahl 

supposed, underway by about A. D. 400 among the Barito peoples in 
South Kalimantan under the reign of the Indianized Kutai Kingdom at 

that time. 

   In this paper, Sakiyama suggests the appropriateness of that dating 

by accumulating the regional cognates, which are characteristic of the 

two areas, Madagascar and South Kalimantan, and by presenting the 

distinct Javanicisms which appeared subsequently in modern Malagasy 

idioms. 

   In particular, by basing its analysis on the comparison of the folk-

vocabularies and the plant names from a standpoint of the semantic 

changes, this study will become a first attempt to chronologize and to

国立民族学博物館第5研 究部

Key Words  : Austronesian, Barito isolects, Javanicism, Sanscrit, Swahili

キ ー ワー ド:オ ース トロネ シア語 族,バ リ ト諸 語,ジ ャ ワ語 法,サ ンス ク リ ッ ト語,

　 　　 　 　　 ス ワ ヒ リ語

715



国立民族学博物館研究報告　 16巻4号

determine the original places of Madagascar migration and its language-

formations. 

   The author's presentation on migrations has the following stages in 

this paper: 1. Pre-South Kalimantan and South Sulawesi Age, 2. Post-

South Kalimantan Age, 3. East Africa Age, 4. Java and Sumatra Age.

は じめに

1.マ ダガス カル とイ ン ドネシアの文化の

　　類似性

皿.オ ース トロネ シア語族に おけ るマ ダガ

　　 スカルの言語 の位置

皿.メ リナ語 とカ リマ ンタ ンの諸言語 との

　　関係

]V.サ ンス ク リッ ト語借用語

　　　　 とくに暦 法の導入 一一

V.マ ダガスカル移民 の新環境への適応

V[.移 民 の歴史

　　　 稲作 の開始 と牧畜 の導 入

　第1期 南部 カ リマンタン(ス ラウェシ)

　　　 　 前期

　第2期 南部 カ リマンタン後期

　第3期 東 アフ リカ期

　第4期 　ジ ャワ(ス マ トラ)期

Vd.植 物名称 の維持 と変遷

皿.マ ダガスカル語の形成

　 1.語 彙,2.文 法(接 辞法)

おわ りに

　 は 　 じ　 め 　 に

　マダガスカルがインドネシア,フ ィリピン,台 湾,ミ クロネシアのマ リアナ,ベ ラ

ウなどとともに,オ ース トロネシア語族のインドネシア語派民族文化圏に属すること

は,言 語の系統関係から疑い得ない事実であるが,文 化要素の面からも,彼 らの故里

に起源をもつものが現在のマダガスカルにおいて確実に,し か し断片的に,維 持,継

承 されている。

　本論は,1章 からV[章まで,イ ンドネシアからマダガスカルへの民族移動のクロノ

ロジーを,主 としてオース トロネシア語族の民俗語彙の継承と意味変化に基づいて時

代画定を試み,と くに～矼章では,オ ース トロネシア語系の植物名称についてその維持

と意味的変遷を比較民族植物学的に研究する。ただしここでいう比較とは,あ くまで

もオース トロネシア民族誌の枠内でのことであって,二 つの地域のすべての植物に関

する知識の全体の比較という性格のものではない。最後に呱章では,オ ース トロネシ

ア語史のなかにおいてマダガスカルの言語が,重 層的な語彙的特徴に加え,文 法的特

徴からみて,ど のように形成されたかについて一応の結論を与える。
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1.マ ダガ ス カル とイ ン ドネ シ アの文 化 の類 似 性

　 中央 高 地 で 灌 漑 稲 作 を お もな生 業 とす る メ リナ族 の 場 合,伝 統 的 な 民 家 の形 式 は ジ

ャ ワ的 特 徴 を み せ るが,二 次葬 祭 を と もな う埋 葬 儀 礼famadihanaは ス ラ ウ ェ シ島 の

トラジ ャ族,カ リマ ン タ ン島 の ダヤ ク諸 族 や マ ア ニ ャ ン族 に み られ る もの で あ り,ま

た呪 物 崇 拝 は ダ ヤ ク諸 族 の 習慣 とむ しろ共 通 す る。 た だ し呪物 崇 拝 に つ い て は,ジ ャ

ワの古 い 習慣 の 名残 りで あ る こ と も考 え られ る。 また 天 ・土 ・水 の 合 体 に よる神 聖 結

婚 の モ チ ー フが,カ リマ ンタ ンの 『バ ンジ ャル 史 』(Hikayat　 Banjar)とrイ メ リナ

王 国史 』(Tantara　 ny　Andriana)に こみ とめ られ る 【OTT-NO　 1986:70】 。

　 い っぼ う,ン ガ ジ ュ ダヤ ク族 の台 上 葬 の名 残 りは,ベ ツ ィ ミサ ラ カ族 や タ ナ ラ族 の

一 次 墓 に み とめ る こ とが で きるが
,ダ ヤ ク諸 族 が 悪 霊 よけ の た め 家屋 の近 くに立 て る

祖 先 像(hampatong)と 類 似 した 像 は,サ カ ラ ヴ ァ族 の墓 に み られ る。 しか しサ カ ラ

ヴ ァ族(南 部 の メナ ベ王 国)の,王 の宝 器 を 定 期 的 に川 で 水 浴 させ る大 祭 血tampuha

は,ス ラ ウ ェ シ島 の ブ ギ ス 族 の マ ウル ド祭(Maulud)と い う模 範 的(exemplaire)

農 耕 開 始 儀 礼 に 類 似 す る こ とが指 摘 され て い る 【HAMoNIc　 1987:211】 。

　 マ ダ ガス カル の 各 民族 が,故 里 の どの民 族 の後 裔 に な るか とい うこ とを,確 定 す る

のは 困 難 で あ る。 もち ろ ん,も とに な った 現 代 の イ ン ドネ シ アや フ ィ リピ ンの民 族 文

化 そ の もの が,そ れ ぞれ の 民族 の過 去 の文 化 を 完 全 な 形 で 継 承 して い る とは考 え られ

な い こ と,ま た マ ダ ガス カル の各 民 族 文 化 も,故 里 の 文 化 要 素 の な か か ら選 択 した も

のを 保 持 し再 編 成 して,あ らた な文 化 複 合 を 形 成 して い るか らで あ る。 そ の うえ,マ

ダ ガ ス カル に お け る民族 集 団 の興 亡 も,史 実 と して は 十 分 に 明 らか で な い こ とが,民

族 の 出 自の 研 究 を 困難 にす る。

　 イ ン ドネ シ ア方 面 か らマ ダガ ス カ ルへ いつ 民 族 移 動 が 行 わ れ た の か に つ い て,確 実

に それ を 証 明す る歴 史 的 資 料 は,現 在 ま で の と ころ見 出 され て い な い。8世 紀 か ら9

世 紀 頃 に ア フ リカ東 岸 あ る い は そ の付 近 となん らか の 交 渉 が あ った証 拠 と して,古 ジ

ャ ワ語 に み られ るペ ル シア語 起 源 のjenggi「 奴 隷 」 【ZOETMULDER　 1982】 とい う語 の

存 在,そ してjenggiは 中 国 資 料 のr諸 蕃 志』(巻 上 ・海 上雑 国)に 記 され た 崑 崙 層 期

国 の層 期 に 比 定 され る とい う説[DA肌 　 1951:366-367】,ア ラ ブ人 に よ るWaq-waq

とい う諸 島名 の語 源 が ビ ョウタ コノ キ の マ ダ ガ ス カル 名vakoa(皿 章12参 照)に あ る

とす る説 な どが あ る 【FERRAND　 1904】。 しか し,い ず れ もア フ リカ東 岸 付 近 一 帯 の 漠

然 と した地 域 か らの情 報 で あ って,確 実 に そ れ が マ ダ ガス カル で あ った とい う決 定 的
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根 拠 を 欠 い て い る。 そ もそ もそ の 当 時,マ ダ ガス カル が ど う呼 ば れ て いた の か が 不 明

な うえ に,断 片 的 な語 彙 に よ る推 測 に は お の ず と限 界 が あ る。

　 イ ン ドネ シア か らの移 動 ル ー トに して も,イ ン ド南 岸 か ら ア フ リカ東 岸 経 由説,直

行説 の い ず れ か も,ま だ 確 定 され るに は い た って い な い。 しか し,7～8月 に 南赤 道

海 流 に乗 り南 東 貿 易風 を つ か まえ れ ば,6千 キ ロの距 離 を直 行 す る こ と も不 可 能 で は

な い とい われ る 【LABATUT　 8t　RAHAR-NARIVONIRINA　 1969:24;高 谷 他 　 1989:431】 。 た

だ し,マ ダガ ス カ ル と同 じア ウ トリガ ー付 きの カ ヌー は,イ ン ド南 部 や ア フ リカ東 海

岸 で も使 用 され て お り,こ の よ うな 分 布 状 態 に は説 明 を要 す るが,長 い航 海 よ りも途

中 で 寄港 す る こ との ほ うが,よ り多 くの 危 険 を と もな った こ とは 十 分 に 予 想 し得 る。

皿.オ ース トロネ シア語 族 に お け る マ ダ ガス カル の言 語 の位

　　 置

　 国 立 民 族学 博 物 館 の共 同研 究 と して 行 わ れ た東 南 ア ジ ア,オ セ ア ニ アの 文 化 ク ラス

タ ーの 分析 結 果 か らは,マ ダ ガ ス カル(そ の デ ー タ は,サ カ ラヴ ァ,タ ナ ラ,ツ ィ ミ

ヘ テ ィ,ア ンテ サ カ,マ ハ フ ァ リの 各 民 族 か ら と られ て い る)は,東 南 ア ジ ア島 嶼部

の 比較 的 発達 した農 耕 文 化 に か か わ る 「因 子5の 強群 」 にた いす る 「因 子5の 弱 群 」

に,イ ン ドネ シア で は ニア ス族,ミ ナ ン カバ ウ族,ト ラジ ャ族(東 部 ・南 部),マ カ

ッサ ル 族,バ ンガ イ族,ス ンバ 族,ア ル 族,イ バ ン族,カ ヤ ン族 お よび フ ィ リピ ンの

バ ゴボ 族 な ど と と もに含 まれ,東 南 ア ジ ア初 期鉄 器 文 化 に イ ス ラ ム教 の よ うな 新 しい

要 素 が くわ わ った文 化 複 合 を した もの と解 釈 され て い る 【大林 他 　 1990:224】 。 そ の項

目に は,吹 き矢,奴 隷 制,マ レー式 フイ ゴ,樹 皮 布,削 歯,わ な,人 身 供 犠,巨 石 記

念物,環 状 割 礼,イ ス ラ ム,く り船,発 火錐,産 婦 加 熱,土 器 製 造,ロ ングハ ウ ス,

こ う打 法,星 座 暦,内 臓 占い,ふ ん ど し,が あ る が,こ の うち,マ ダ ガ ス カル に 見 出

され な い もの は,ロ ングハ ウ ス,こ う打 法,内 臓 占 い,の み であ る。 また イ ス ラ ム教

は,9世 紀 ごろ ア ラブ人 に よ って マ ダ ガス カル に伝 え られ た が,現 在,イ ス ラ ム教 徒

の数 は10万 人 に満 た な い とい わ れ る。

　 うえ に示 され た要 素 のほ か に も,手 織 機 の 分布 で は,オ ー ス トロネ シ ア語 族 に 特 徴

的 な単 式 輪 状 綜 絖 タ イ プ(い ざ り機 の 一 型 式)が,台 湾,フ ィ リ ピ ン,東 部 イ ン ドネ

シア とマ ダガ ス カ ル で共 通 し 【吉 本 　 1987:401-403】,イ ン ドネ シ ア語 派 の 周 辺 に 古 い

型 式 が 残 って い る。 楽 器 に も西 部 ジ ャ ワの竹 製 打 楽 器(angklung)の 原 型 と考 え ら

れ る竹 製 振 動 楽 器kotraや,東 部 イ ン ドネ シア,フ ィ リピ ンに 残 る竹 筒 琴 と同 じ型式
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の 楽器valihaが,マ ダガ ス カ ル に見 出 され る[Sacxs　 1938:75-76】1)(写 真1,2)。

　 文 化 ク ラス タ ー で示 され た この よ うな マ ダガ ス カル に お け る文 化 的均 質 性 は,イ ス

ラ ム渡 来 以 前 の,多 民 族 が 割拠 した 時代 に ま で さか の ば る もの で は な い。 しか し,現

在 の差 異 の小 さ い言 語 状態 と も並 行 す る点 で注 目され る。 現 在 の マ ダガ ス カ ル に おけ

る諸 言 語 相 互 間 の相 互 理 解 度(mutual　 intelligibility)に は 問 題 が な い こ とが指 摘 され

て い る　 【DYEN　 1971:211】 。そ れ は,『太 平 洋地 域 言 語 地 図』の なか の マ ダ ガ ス カル に,

方 言 的 レベ ル で の 区画 しか 示 され て い な い こ とか ら もわ か る　 [WURM　 and　 HATToRI

l981:Map　 38】。 マ ダガ ス カル に お い て は,イ ン ドネ シ ア の い くつ か の 地 方 の,そ れ

も時代 を異 にす る言 語,ア ラ ビア語,ス ワ ヒ リ語 な どが 混 在 す る他 民族 多言 語 状 態 が

長 期 間,継 続 した と考 え られ る。 現 在 の よ うな言 語 的 に 均 質 な 状 況 は,17世 紀 か ら始

まっ た イ メ リナ王 国 に よ る国土 統 一 の結 果 に 起 因 す るで あ ろ う。

　 現 在 の方 言 的 差 異 は,音 韻 的特 徴 の うち,と くに 顕 著 な 対 立 を示 すli:di,ti:tsiを 標

識 に,前 者 を 西 部 方 言,後 者 を 東 部 方 言 と して 区 別 され る こ とが あ る[DEz　 1963:

写真1　 ミンダナオ島バ ゴボ族の竹筒琴

　　　　(民博標本番号H63046)

写 真2　 valihaを 売 る人(ア ンタ ナ ナ リヴ)

1)た だ し,valihaの 語 源 は 不 明 で あ る。 サ ンス ク リ ッ ト語vadya-「 楽 器 」 に 求 め る説

　【SACHS　 1938:51]は 疑 わ しい 。
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589-590;GuEuNIER　 1988:148]。 こ の現 象 を原 オ ー ス トロネ シア語 か らみ れ ば,　li,ti

は 原音 を維 持 し古 風 であ り,di,　tsiは そ れ か らあ らた に変 化 した音 とい うこ とに な る。

図1で は,+一+一 線 がIi:di,、　ti:tsiの 境 界 を,一一一線 がti:tsiの 延 長 域 を 示 して い る。

この変 化 は,後 に述 べ る よ うに,イ ン ドネ シア の南 部 カ リマ ンタ ンに お い て発 生 し,

そ こか ら の移 民 に よ って マ ダ ガス カル の東 部 方 言 に もた ら され た可 能 性 が あ る。 言 語

年 代 学 に基 づ く計 算 結 果 で は,原 マ ダガ ス カル 語 の 段 階 か ら,北 東 部 の ア ンタ ンカ ラ

ナ 方 言 が 他 の方 言 か ら紀 元 前107年 か ら紀 元50年Y'分 岐 した こ とに な る が 【VERIN,

KoTTAK　 and　Go肌1N　 1969:63】,こ れ は,初 期 の渡 来 者 が 島 の北 方 か ら定 住 を 開 始 し

た とい う伝 説 と も一 致 す る。 た だ し,紀 元 前 後 とい う年 代 を,文 化 史 的 に正 当 化 す る

にこは 困 難 が あ る。

　 Dah1に よ る音 韻,語 彙,文 法 か ら行 わ れ た 言 語 史 的仮 説 は,マ ダ ガ ス カ ル の言 語

図1　 マダガスカルの言語分布図

Gueunier[1988]に 基 づき作 図
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が南部カリマンタンのマアニャン族の言語ともっとも近い系統的関係にあるとみな
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

す 。 また,マ ダ ガス カル の 言語 に 見 出 され る サ ンス ク リッ ト語借 用語 は,ほ とん どす

べ てが イ ン ドネ シ アの 諸言 語 に も見 出 され るが,そ の数 は イ ン ドネ シ アに お け る ほ ど

多 くな い の は,イ ン ド文 化 の 影 響 が まだ さ ほ ど浸 透 して い なか った とみ て,移 民 の開

始 は 西 暦5世 紀 以 降 で あ った と推 定 す る 【DA肌 　 1951:366-369】 。

　 しか し,1▽ 章 で 暦 法 に つ い て論 じ る よ うに,日 常 生 活 に おけ る重 要 な部 分 がす で に

イ ン ド化 して い た 事 実 に 注 目 しな け れ ば な らな い。 こ の移 民 は,西 暦5世 紀 ごろ の カ

リマ ンタ ンか ら と して,イ ン ドネ シ アで は最 古 の サ ンス ク リッ ト語 碑 文 に よ って そ の

存 在 が 知 られ る,Kutai王 国(Mulawarman王)と もっ とも深 い 関 係 が あ った こ とが

可 能 性 と して 考 え られ る。

　 しか しAdelaarは,マ ダ ガス カル の言 語 の サ ンス ク リッ ト語 借 用 語 は,マ レー語,

ジ ャ ワ語 を 直 接 経 由 した とみ な し,移 民 はr5世 紀 ごろ,南 部 ス マ トラか ら出発 した

とみ る。 南 部 ス マ トラでは そ の後7世 紀 に,Sriwij　 aya王 国 が誕 生 した。 この時 期 は

言 語 年 代 学 に よ る結 果 とは 食 い違 うが,Adelaarは 言 語 年 代 学 の 方 法 論 的 有 効性 そ の

もの を疑 問 視 して い るか ら,最 初 か ら議論 は か み合 わ な い[ADELAAR　 1989:42】 。

　 な お大 林 太 良は,8世 紀 か ら9世 紀 に か け て の イ ン ドネ シ ア の国 家 進 出の 時 期 に,

マ ダガ ス カ ルへ の 人 の移 動 もあ った と考 え る 【大 林　 1991:64-66】 。 マ ダ ガ ス カル の最

古 の遺 跡 は9世 紀 か ら存 在 す る点 で,年 代 的 に は一 致 す る が,考 古 学 的 に は移 民 が さ

らに数 世 紀 さか のぼ り得 る こ と も示 唆 され て い る[VERIN　 1986:50】 。

　 これ までY`Dyenは マ ダ ガ ス カル 語 とマ ア ニ ャ ン語 とが分 岐 した 年 代 か らDahl説

を 妥 当 だ とみ な し 【DYEN　 1953:590】,ま たBellwoodもDahl説 に 賛 成 す る 【BELL-

wooD　 1985:1241。 しか し,　Dahl説 に た い して は批 判 もあ る。　Solheim皿 は,5世

紀 の東 南 ア ジ ア にお け る マ ア ニ ャン文 化 を再 構 成 し得 る よ うな,そ して そ の 当 時,マ

ア ニ ャ ン族 が 海 岸 地 域 に居 住 して い た とい うど ん な証 拠 もな い 【SOLHEIM　 皿　 1965:

34-35】 と消 極 的 で あ る。

　 そ の後,Dahlは,南 部 カ リマ ンタ ンの言 語 に基 層 語 と して 海 洋 民 族 の マ ドゥラ人

の マ ドゥ ラ語 が 影 響 を 落 して い る とみ て,マ ダガ ス カ ル の言 語 には マ ドゥラ語 か らの

借 用 語 が カ リマ ンタ ン経 由で 間 接 的 の み な らず,移 民 の途 中 で も拾 わ れ て 直接 的 に も

は い り込 ん で い る と考 え る よ うに な って い る 【DA皿 　 1977:95】 。

　 私 自身,カ リマ ンタ ン説 に は や は り無 視 で きな い根 拠 が あ る とみ な す 。 しか しマ ダ

ガス カ ル の言 語 の 形 成 に は,単 一 の 言 語 系統 だ け を 問題 に して い た の で は説 明 で きな

い 点が あ る。 そ れ らに つ い て,以 下 で 述 べ る こ とにす る。
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皿.メ リナ語 とカ リマ ンタ ンの諸 言語 との関 係

　 マ ダガ ス カ ル の言 語 が,イ ン ドネ シ アの どの地 域 の言 語 と も っ と も深 い 関係 を もつ

か に つ い て これ まで に 確 定 的 な こ とは わか っ て い な いが,現 在 まで 明 らか に され て い

る研 究 状 態 を整 理 し,そ こか らひ とつ の可 能 性 を探 り出 す こ とは で きる。

　 Dempwolffが 試 み た オ ー ス トロ ネ シ ア諸 語 の 比 較 か ら再 構 成 され た 語 彙 数 は 約

2,200に 達 す る　 【DEMPWOLFF　 19381。 そ の 全 対 応 例 か ら マ ダ ガ ス カ ル の メ リナ 語

(Dempwolffの 引 用 す る言 語 名 で は ホ ヴ ァ語)に つ いて,表1の よ うな共 起 す る語 彙

の頻 度 数 が 得 られ た。+は 対 応 例 と して 出現 す る こ とを 表 して い る。

　 こ の結 果 か ら,ま ず メ リナ語(Mrn.)にDempwolffが イ ン ドネ シア語 派 の 比 較 に

用 いた す べ て の言 語,マ レー語(MaL),ジ ャ ワ語(Jav.),ト バ バ タ ク語(ToB.),

ンガ ジ ュ ダ ヤ ク語(NgD.),タ ガ ロ グ語(Tg1.)の す べ て と対 応 す る例 が129項 目あ

る こ とは,メ リナ語 が オ ー ス トロネ シ ア語 族 の イ ン ドネ シア語 派 の一 言 語 と して 同 定

され る こ とを 有 力 に証 明す る も の で あ る。 い っぼ うで,つ ぎ に タ ガ ログ語 を 除 い た 対

応 例 が66項 目 と多 い こ とは,タ ガ ログ語 が分 出 した あ との イ ン ドネ シ ア中 枢部 の言 語

と,よ り共 通 す る語 彙 的 特 徴 を もつ こ とを物 語 る。 それ は,と くに マ レー語,ジ ャ ワ

語,ト バ バ タ ク語 と共 起 す る例 が,35項 目か ら20項 目にか け,集 中 して 出 現 す る様 子

か ら もわ か る。 しか し,'タ ガ ログ語 どの み対 応 す る例 が37項 目あ る こ とは,メ リナ 語,

表1　 メ リナ語対応語彙 と頻度数

129 Mal.. Jay.. ToB.. NgD.: Tgl.

66 十 十 十 十

43 十 一f一 十 十

37 十

35 十 十 十 十

32 十 十 十

27 十 十 十 一F一

26 十 十

24 一f一 十 十

22 一F一 十 十

22 十 十

20 十 十 十

20 十 十

20 十

タガログ語 ともイン ドネシア語派の

両端に位置するため,言 語周圏論的

に共通の古語を維持し,中 央部では

語彙の入れ換えが行われたことを意

味 している。

　 しか し,Dempwolffの リス トか

ら,メ リナ語がンガジュダヤク語と

のみ共有する語彙が20項 目あること

に注目すべきである。これは,地 域

的で特殊な語彙が両言語V'だ け共通

することを意味する(ち なみにメリ

ナ語とジャワ語 との対応例は9項 目

しかない)。
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　 そ の20項 目 を マ ア ニ ャ ン語(Mny.)【DAHL　 1951;HuDsoN　 1967】,ド ゥス ン語

(Dsn.){HuDsoN　 1967】,パ ク ン パ イ 語(Bkp.)[D7ArrTERA　 KAwi　 l985】 な ど の 南 部

カ リマ ン タ ン の バ リ ト諸 語 と,必 要 に 応 じ,そ の 他 の 言 語 デ ー タ も補 っ て つ ぎ に 示 す

こ と に す る 。

　 な お 以 下 に お い てDempwolffの 表 記 に よ る 再 構 音 は 印 刷 の 都 合 上,つ ぎ の 括 弧 の

な か の よ うに 書 き改 め た:a(e),v(w),　 t(T),　 d(D),1(r),　 t'(s),　 d'(z),　 n'(ny),　 j(y),

k'〈c),g'(j),　 g(ng),γ(R),　 h(q),`(h)。 た だ し,語 頭 と 語 末 の`は[`】 を 除 き 省 略 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

た 。 ま た 各 種 の 記 号 に つ い て,*は 比 較 言 語 学 的 な 音 韻 対 応 に 基 づ い て 再 構 成 さ れ た

形,〉(ま た は 〈)は 由 来 す る,→(ま た は ←)は 借 用 さ れ た,:は 対 応 す る,～ は

交 替 す る,【 】は そ の 音 の,あ る い は そ の な か の い ず れ か の 音 の 可 能 性 が あ る,()

は 省 略 可 能 な 部 分 で あ る,を,そ れ ぞ れ 表 す 。 ま た 本 論 で 使 用 し た 略 号 は,論 文 末 に

略 号 表 を 掲 げ て あ る 。

　 メ リ ナ 語 は,公 的 に は マ ダ ガ ス カ ル 語(フ ラ ン ス の 慣 用 で は マ ラ ガ シ語)と 呼 ば れ,

マ ダ ガ ス カ ル の 標 準 語 とみ な さ れ る 。 以 下 で は 現 行 の 正 書 法 で 示 す が,発 音 上 と くに

注 意 す べ き 点 は,oは 【u】,語 末 の 一yは 匸i】と発 音 さ れ,　 trとdrは,そ れ ぞ れ,　 tとd

の 反 り舌 音 を 表 す 。 な お 語 末 母 音 は,通 常,無 声 化 さ れ る 。 強 さ ア ク セ ン トが 第2

尾 音 節(penult)に,た だ し,語 末 音 節 が 一ka,-na,-traの と き は 第3尾 音 節

(antepenult)に 置 か れ る の が 原 則 で あ る 。 再 構 成 形 と 同 じ場 合 の 意 味 は い ち い ち 記

さ な い 。

　 1)*babi「 女 性 」>NgD.bawi:Bkp。bawi:Mny.Dsn。 」3a(3e～βaβεi:Mrn.vavy～

　 　 　 -bavy

　 2)*ba[r】i「 調 理 した コ メ 」>NgD.bari:Bgs.bari「 干 し飯 」:Mrn.vary「 稲 籾 」

　 3)*belum「 生 き る 」>NgD.belom:Mny.Dsn.β εlum:Bkp.belum:Mrn.velana

　 4)*besay厂 櫂 」>NgD.besεi:Bkp.besei:Mrn.fi-voy

　 5)*bingbing　 r保 つ(手 持 つ)」>NgD.Bkp.imbing「 握 る 」:Mrn.vimbina　 r運 ぶ 」

　 6)*dilap「 嘗 め る 」>NgD.jelap:Mrn.lelaka,lelaf-ina

　 7)*[dD)aven「 葉 」>NgD.Bkp.dawen:Mny.Dsn.raj3en:Mm.ravina

　 8)*ingkuk厂 曲 っ た 」>NgD.ingkok:Mrn.fa-ingoka「 曲 線 」

　 9)*kaRang　 r乾 い た 」>NgD.kahang-an　 r乾 き す ぎ 」:Mrn.hazana

　 10)*ki(ny)zak「 踏 む 」>NgD.kijak:Mrn.hinj　 aka厂 踊 る 」

　 11)*-1abaw厂 ネ ズ ミ」 〉:NgD.balawau:Bgs.Mdr.Mks.balao:Mrn.voalavo

　 12)*menyak「 脂 肪 」>NgD.enyak:Mrn.menaka
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　 13)*nupi「 夢 」>NgD.Bkp.nupi:Mny.upi～nga-nupi「 夢 見 る 」:Mrn.nofy

　 14)*pahi「 下 肢 」>NgD.pai「 骨 」:Bkp.pai「 脚 」:Mm.fe「 脚 」

　 15)*pungpung「 集 め る 」>NgD.pumpong:Mrn.fompona

　 16)*qaseng「 呼 吸 す る 」>NgD.aseng～ba-haseng:Mrn.aina「 生 命 」

　 17)*sampang「 脇 道 」>NgD.sampang:Mrn.sampana「 枝 」

　 18)*si[dD]ang「 傾 い た 」>NgD.sidang～sirang:Mrn.sirana

　 19)*【t】a【r】ung　 r知 ら せ 」>NgD.tarong:Mny.tarong「 言 葉 」:Prov.tarona「 会 話 」

　 20)*【t】ukat「 登 る」>NgD.tukat:Mrn.tukat「 梯 子 」:Mm.tohatra「 梯 子 」

　 こ の う ち 祖 語 に お い て6)は 『*dilat,7)は*dahun～*Daqen,8)は*bingkuk,9)は

*keRang
,10)は*i(ny)zak～*pizak～*【tli(ny)zak,12)は*minyak,16)は*eseng,17)

は*simpangの よ うな 交 替 形 を も ち,音 韻 的 に メ リ ナ 語 は ・ミリ ト諸 語 と 同 じ祖 語 形 に

由 来 す る 点 が 注 目 さ れ る。 ま た 祖 語 か ら 同 じ意 味 変 化 を 行 っ て い る2),19),20)に

も 注 意 す べ き で あ ろ う。

　 ま たDempwolffの20項 目以 外 に も カ リマ ン タ ン系 の 語 と し て 追 加 す べ き 項 目 と して,

　 21)*【dD]anum「 水 」>NgD.danum:Mny.Dsn.ranuヱ:Mrn.rano

　 22)*【dD]angaw「 小 屋 」>Mny.dangau:Mrn.trano「 家 」

　 23)*sira【q1「 塩 」>Dsn.siraヱ:ToB.sira:Mrn.sira2)。

　 さ ら に メ リ ナ 語 と バ リ ト諸 語 で と も に,つ ぎ の よ うな 祖 語 か ら の 特 殊 な 音 韻 変 化 を

共 通 に 被 っ て い る こ と は,偶 然 の 一 致 と は み な しに くい 。 こ と に*li>diと い う マ ダ

ガ ス カ ル 東 部 方 言 の 特 徴 を 保 っ て い る こ とは,南 部 カ リマ ン タ ン か ら の 移 民 が マ ダ ガ

ス カ ル の 北 東 部 か ら 居 住 を 開 始 し た こ と を 示 唆 を す る も の で あ ろ う。

　 24)*sampay　 r達 す る 」>Mny.hampe:Mrn.ampi　 r十 分 な 」

　 25)*sungay「 川 」>Mny.Dsn.hungei:Mrn.ony

　 26)*tali「 綱 」>Mny.tadi:Mrn.tady3)

　 27)*lima「5」>Mny.Dsn.dimε:Mrn.dimy4)

　 と く に 地 域 性 を 発 揮 す る 語 彙 と し て,原 パ リ ト語(PBRT)と して 再 構 成 さ れ た 語

が メ リナ 語 と 対 応 す る若 干 の 例 が あ る 。 す べ て 著 者 に よ る再 構 形 【SAKI】 で あ る 。

　 28)*bi【sc】ik「 蟻 」 【SAKII>Mny.Dsn.」3isik:Bkp.bitik:Mrn.vitsika

2)　 こ の語 は 台 湾 諸 語(た とえ ば,ア ミ語tsirah,ブ ヌ ン語kha-sila)に も残 る が,イ ン ドネ

　 シ ア語 派 の 中 央 部 で 消 失 して し ま った。

3)た だ し,*suling　 r竹 笛」>Mny.suling:Mrn.sudinaの よ うな 例 外 は,　Mny.がNgD.suling

　 を借 用 した た めV'起 った[DAHL　 1951:340】 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

4)　 こ の最 後 の*-a>一 ε の よ うな変 則 的 音 韻 変 化 は,カ リマ ンタ ンに か つ て存 在 した 基層 言語

　 の影 響 に起 因 す る[DEMPWQLFF　 1937:52】 。　 　 　 　 　 ・
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　 29)*kenah「 魚 」[SAKI】>Mny.Dsn.kεnah:Mrn.hena「 肉」

　 30)*1abit　 r遠 い」 【SAKI】>Mny.Dsn.laj3it:Mrn.lavitra

　 31)*tabiq「 脂 肪 」 【SAKI】>Mny.Dsn.taj3　 e3:Mrn.tavy

　 また 現 在,マ ア ニ ャ ン語 だ け との対 応 が 判 明 して い るた め,祖 語 の 再構 成 に は い た

ら な いが,や は り語 源 的 に地 域 性 を反 映 す る語 に,

　 32)Mny.lalung「 蝶,蛾 」:Mrn.1010

　 33)Mny.ma-haket「 イ グサ 科 」:Mrn.ahitra「 草 」。

　 こ の よ うな音 韻 的 語 彙 的 に共 通 す る傾 向か ら判 断 す る な らば,マ ダ ガス カル と南 部

カ リマ ンタ ン との 間 に は,か つ て密 接 な言 語 系 統 的 関 係 が 存 在 した こ とを無 視 す る こ

とは で きな い と思 わ れ る。 た だ し,現 在 の マ ア ニ ャ ンの 言 語,文 化 だ け を 問題 にす れ

ば,ア ナ ク ロ ニ ズ ムに お ち い るで あ ろ う。 問 題 とす べ きは5世 紀 ごろ の言 語,文 化 の

状 態 で あ るか ら,諸 言語 の 比較 と意 味 変 化 に よって,可 能 な 限 り過 去 の状 態 を跡 づけ

る こ とが 方 法論 と して要 請 され る。

　 現 在,イ ン ドネ シ アで は 航海 民族 と して ス ラ ウ ェシ の ブ ギス 族,マ カ ッサ ル族 な ど

が 有 名 で あ る。 しか し彼 らが どの よ うな方 法 で 移 民 と して 加 わ っ た の か 。 さ き の

Dempwolffの20項 目の うち,2),11)は カ リマ ンタ ンか ら南 部 ス ラ ウ ェ シの ブギ ス語

(Bgs.),マ ン ダル語(Mdr.),マ カ ッサ ル語(Mks.)に まで分 布 範 囲 が あ り,バ リ ト

諸 語 のみ に 限 定 され な い 点 が 注 目 され る。 これ は カ リマ ンタ ンのKutaiに お い て,南

部 ス ラ ウ ェシの,こ とに ブ ギ ス族 との 交 流 が す で に あ った こ とを物 語 る ので は な い か 。

た だ し,資 料 と して は19世 紀 末 に,カ リマ ンタ ンに お け る ブギ ス族 移 民 の報 告 が あ り

【BOCK　 1881:1811,18世 紀 末 に 来 日 した 南 蛮 船 に も 「プ ー ギ ス 」 人 が 船 員 と して乗

船 して いた1森 島1972:20】 。 この プ ーギ ス人 とは ブ ギ ス族 で あ る こ とが 明 らか で あ

る。

】V.サ ンス ク リッ ト語 借 用 語

　　　　　　 と くに暦 法 の導 入

　 つ ぎに 借 用 語 か ら渡来 の時 期 を推 定 す る方 法 と して,マ ダ ガス カル語 に お け るサ ン

ス ク リ ッ ト語借 用語 が あ る。 そ の語 形 は イ ン ドか ら直 接 由来 した もの で な く,イ ン ド

ネ シ アの 諸 言語 に い った ん借 用 され た 語 彙 が は い った こ とを示 して い る。 こ の よ うな

サ ンス ク リ ッ ト語 が イ ン ドネ シ アに もた ら され た年 代 は,す で に述 べ た よ うにDahl

は,カ リマ ン タ ンで発 見 され た最 古 のサ ンス ク リ ッ ト語 碑文 の存 在 に よ っ て西 暦5世
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紀 以 降 と推 定 す る。

　 現在 の メ リナ語 で は廃 れ て しま った暦 法 に 関す る語 彙 を,そ の サ ンス ク リ ッ ト語 語

彙 か ら古 ジ ャ ワ語 【ZOETN肌DER　 1974:192-194】,　 Flacourtに よる17世 紀 中 ごろ の 南

部 の ア ン タ ヌ シ語 【FLAC】,北 部 内陸 部 の ツ ィ ミヘ テ ィ語 【深 沢 　1989】,メ リナ 語

【RAZAF-NTSALAMA　 1928-29】,南 部 内陸 部 のバ ラ語 【ELH　 l988】,東 南部 の ア ン タイ

ムル 語 【DECARY　 1951:207】 に よ っ て比較 す れ ば表2の よ うに な る。 な お,マ ダ ガス

表2　 マダガス カルにおけ る

サ ンス ク リ ッ ト語 →Ojav. ア ン タ ヌ シ語 ッ ィ ミヘ テ ィ語

辱

亘§a¢ha　 6月 ～7月

→ 蕊§a¢ha　 6月 ～7月

asara-mantSilla　 l月

asara-manitra　 2月

asara-maimbo　 8月5)

asara-be　 9月

雨 期,夏(1月 ～3月)

bhadrapada　 8月 ～9月

→bhadrapada　 8月 ～9月

vatra-vatra　 　3月 vatra-vatra　 10月

a≦vayuj　 a　 9月 ～10月

→aswayuja=asuji')　 9月 ～10月

asotry冬 asotry　 11月

safare　 4月3} 、

karttika　 10月 ～11月

→kar(t)tika　 lO月 ～11月

hatsiha　 6月 hatsiha-mbirano　 12月

margaｧir§a　 11月 ～12月

→margaｧir§a2)

vOla-sira～vala-Sira

　　5月 ～6月

vola-sira　 1月

pau§a　　12月 ～1月

→po§ya　 11月 ～12月

fossa　 7月 vola-mposa　 2月

　　　　　　　1

magha　 1月 ～2月

→magha　 1月 ～2月

maka　 8月 vola-maka　 3月

hia-hia　 9月 hia-hia　 4月
　　　　　　　 '

saka-masse4)　 10月 saka・masay　 5月

saka-vei　 11月 saka-ve　 6月

vo監a-mbita　 l2月 vda-mbita　 7月

1)こ れ は イ ン ドネ シ ア経 由 の語 源 説 を裏 付 け る例 と して ,と くに重 要 で あ る 【DA肌 　 1951:

367]0

2)サ ンス ク リッ ト語 のmarga-≦irSa(ま た はmargaｧirate)は 「道 の 先 端 」 と呼 ば れ る月。　mar-

ga-「 道 」 は マ ダ ガ ス カル でvola-「 月」 と言 い換 え る。
3)ア ラ ビ ア語safar「 第 二 太 陰 月 」 が 語 源 【FLAC】で あ るが ,現 在,廃 語 とな った 。
4)saka-masse

,　saka-vei,　vola-mlbitaは マ ダ ガス カル に お け る新 造 語 。　saka一 の 意 味 は 不 明 。

vola・mbitaは 「終 りの 月 」 の 意 味 で あ る。

5)asaraの 複 合 語 は ,asara-mantsina(～hantsina)「 死 体 臭 の 月 」,asara・maimbo(～imbo)「 臭

い 月 」,asara-be　 r大 き い月 」 の意 味 で あ る。
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カ ル のサ ンス ク リ ッ ト語 起 源 の暦 法 は,網 羅 的 で は な い な が らGondaで も断 片 的 に

触 れ られ て い る 【GoNDA　 1973:131-134}。

　 現 在,メ リナ 語 で は,ア ラ ブ十 二 宮 に 基 づ く方 位 名 称 か,最 近 で は フ ラ ンス方 式 を

一 般 に 用 い る
。 ア ラ ビ ア 語 借 用 語 で は,1月 か ら12月 は 方 位 と対 応 さ せ て,

Alahamady「 北北 東=1月 」,　Adaoro「 北 東=2月 」,　Adizaoza　 r東 北 東=3月 」,

Asorotany　 r東 南 東=4月 」,　Alahasaty　 r南 東=5月 」,　Asombola　 r南 南 東=6月 」,

イ ン ド起源の月名

メ リナ 語 バ ラ語 ア ン タイ ムル 語:ア ラ ビア名 称

asara-maimbo　 9月6>

asara-manitra　 10月

sara-matsy　 11月

sara。manitsy　 12月

　　雨 季 、 秋 ～ 冬10)

asara-masay11):Alohotsy

asara-be:Alahamady

vatra-vatra　 ll月7) vatra-vatra　 　l月 vatra-vatra:Adaoro

asotry　 l2月8) asotry　 乾 季 、春 asotry:Adizaoza

hasina　 1月 hatsiha　 3月 hatsia:Asorotany

vola-sira　 2月 vala-sira　 4月 vola-sirs:Alahasaty

faosa　 3月 fosa:Asombola

maka　 4月 maka　 6月 maka:Adimizana

hia9)　 5月 hia-hia　 7月 hia-hia:Alakarabo

sakamasay　 6月 sakamasay　 8月 fisakamasay:Alakaosy

sakave　 7月 sakave　 9月 fisakave:Aij　 ady

vola-mbita　 8月 vola-mbita　 lO月 vola-mbita:Adalo

6)asaraの ア ラ ビア語As-sahr「 雨 季 」語 源 説 【RlcH】 は 適 当 で な い。asara-manitra(～hanitra)

　 は 「香 る月 」 の 意 味 で あ る。
7)vatra -vatraは 「夕 立 」[RlcH】 の 意 味 もあ る。
8)asotry～asotraは 「冬 ,乾 季(=main-tany「 乾 い た 土地 」)」[RICH],「 田 犁 」[RAZAFIN-

　TsALAMA　 I　928:163]の 意 味 もあ る。
9)hiaは 「不 毛」 【RAZAFINTSALAMA　 1928:1631の 意 味 もあ る。
IO)た だ しasaraと い う語 で。　asaraとsaraは 語 源 的 に 同 じであ る。sara-matsy(～hatsy)は 「臭

　 い 月」,sara-manitsy(～hanitsy)は 厂香 る月 」 の意 味 であ る。
n)asara・masayは 「小 さ い月 」,　asara-beは 「大 き い月 」 の意 味 で あ る。
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Adimizana　 r南 南 西=7月 」,　Alakarabo「 南 西=8月 」,　Alakaosy「 西南 西=9月 」,

Adijady「 西北 西=10月 」,　Adalo「 北 西=11月 」,　Alohotsy「 北 北 西=12月 」 の よ うに

呼 ば れ る。 ま た ツ ィ ミヘ テ ィ語 の 場 合 も,伝 統 的 な 月名 を知 る人 は,40～50歳 以 上 の

男 性 に 限 られ る 【深 沢 　 1989:396】 。 バ ラ語 で はmezolikyが 「2月 」,　zarayが 「5月 」

と呼 ば れ る が,こ れ は他 と対 応 して い な い。

　 イ ン ドネ シア を経 由 した イ ン ドの暦 法 は,マ ダガ ス カ ル でか な りの 部 分 が 切 り落 と

され た。サ ンス ク リ ッ ト語phalguna→OJay.phalguna「2月 ～3月 」,caitra→cetra「3

月 ～4月 」,jyai§tha→jyesta「5月 ～6月 」,　srawana→OJav.6rawapa「7月 ～8.目 」

が マ ダ ガ ス カル で は 消 失 した 。 しか し,vaiｧakha→weｧakha「4月 ～5月 」 に 由 来 す

るfisakaが,　 Gondaに よれ ば,1603年 に 出版 され たF.　de　Houtmanの マ レー語 ・マ ダ

ガス カル語 の比 較 語 彙 集 には まだ 記 載 され て い た 【GONDA　 1973:191】 。

　 この よ うに民 族 間 で月 名 に た い す るず れ が細 部 に お い て発 生 した の は,マ ダ ガス カ

ル 各 地 の 気 温,降 雨 量 に は か な りの 差 が あ る もの の,雨 季(ll月 ～4月)と 乾 季(5

月 ～zo月)と い う二 つ の季 節 の あ る こ とで は共 通 し,こ の よ うな乾 季 雨 季 を 各 地 の 農

耕 サ イ クル に 合 わ せ たか らだ と考 え られ る。 そ して2月 か ら8月 ま でが す っか り抜 け

落 ち た の は,こ の 時期 が ち ょ うど乾 季 に 当 た り,農 耕 活 動 はほ とん ど休 止 して い るか

らで あ る。 ツ ィ ミヘ テ ィ族 の場 合 で も,3月 に イ ネ の収 穫 が終 った あ と,4月 か らは

痩 せ 月hia-hiaと 呼 ばれ,農 作 業 の 終 る月vola-mbitaの7月 へ といた る 【深 沢 　 1989:

3961。 と くに メ リナ族 や ベ ツ ィ レ ウ族 は,こ の 農 閑 期 の6月 か ら9月 に か け,祖 先 の

墓 を 開 い て 二 次 葬 祭 や遺 体 との 再 会 儀 礼 が 行 わ れ る。 「死 体 臭 の月 」 とい うの は,そ

の よ うな 行事 と関連 して うまれ た 名 称 で あ る こ とが 明 らか で あ る。

　 asaraの も との 用 法 であ る6月 ～7月 は,イ ン ドネ シ アで も平 均 的 に乾 季 で も も っ

と も雨 量 の 少 な い 時季 に あた る。 古 ジ ャ ワ語 の詩(Bhomantaka)に は 「asadha月 に

は 森 が 元 気 を 失 う」 と歌 わ れ て い る 【ZOETMULDER　 1974:171】 。

　 asaraが 乾 季 か ら雨季 へ の変 り目の月 を表 した こ とは,諸 言 語 に お いて,こ の 前 後

の 月 を 「小=臭:大=香 」 とい う意 味 的 対 立 概 念 を示 す 形 容詞 でasaraを 修 飾 して 用

い られ る こ とか らわ か る。 そ してasaraを 出 発 点 に,イ ン ド起 源 の暦 名 の順 序 が ほ ぼ

踏 襲 され て い る。 た だ し,asaraが 大 概 念 と して 雨 季 を 表 す こ と も あ る の は,「 小

asara:大asara」 とい うよ うな 用 法 が 定 着 した あ と で,二 次的 に獲 得 した 意 味 で は な

い か と考 え られ る。 それ は ツ ィ ミヘ テ ィ語 の 場 合 で も,asaraが 乾 季(main-tany「 乾

い た 土 地 」)と,一 次 語 で 対 立 す る概 念 で は な い こ とか ら も い え よ う。

　 この よ うに 解 釈 す る と,Flacourtの ア ンタ ヌ シ語 へ の 月 名 の 当 て方 だ けY'問 題 が 残
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る。 この よ うな ご とが 起 った の は,Flacourtがasaraを 一 年 の 開始 月 とみ て,そ れ に

対 応 す る フ ラ ンスの 月 名 をjanvier「1月 」 か ら機 械 的 に 訳 語 と して 与 え た た め で は な

いか,と 推 定 され る。

　 イ ン ドで は,一 年 は太 陽 の運 行 と月 の満 ち欠 け に よ って 決 め られ,元 旦 は,太 陽 が

春 分 に 白羊 宮 に は い った と きを も ってcaitra月 と呼 ば れ た 【井 原 　 1944:456-4571。 表

2に は 古 ジ ャ ワ語 形 で 示 した が,カ リマ ンタ ンに は,現 在,こ の よ うな暦 名 は伝 わ ら

な い。 しか し,紀 元 後 か ら ヒ ン ドゥー化 時 代 が 始 ま った こ とは,ン ガジ ュ ダヤ ク族 に

現 在 も見 出 され る,最 高神 に添 え るMahatara,　 Bahatara　 Guruの よ うな敬 称 が サ ンス

ク リ ッ ト語 起 源 で あ る こ とか ら も知 られ る　【シ ェ ー ラ ー　 1979:161。 現 在 の カ リマ ン

タ ンで イ ン ドの暦 法 は失 われ た が,イ ン ドで蝕 を 起 し復 讐 す る悪 魔 と して知 られ て い

るRahu(羅 侯)の み は,　OJav.rahu:Mal.rahu:ToB.lauな どの ほ か,南 部 カ リマ ン

タ ンで もBkp.rakun「 天 」,　Mny.rakon「 雲 」,南 部 ス ラウ ェシのBug.raehu「 雲 」,フ

ィ リピ ンのTgl.lahoヱ 「月蝕 」 な どの よ うに,意 味 変 化 を と もな い つ つ借 用 語 と して

維 持 され,マ ダ ガス カル で も この語 はMrn.rahona:Vez.Bar.raho「 雲 」 の よ うに継 承

され る。 しか し,イ ン ドで はRahuと 対 に な って登 場 す る悪 魔Ketu(計 都)【 井 原

1944:463】 は,OJav.は も と よ り,現 在 の イ ン ドネ シ ア諸 語 に も伝 わ らな い。 な お,

Mrn.rahonaは,*k>hと い う音 韻 変 化 か ら カ リマ ンタ ン諸語 を経 由 した とみ なす の

が も っ と も妥 当 で あ る 【DAHL　 1951:325】 。

V.マ ダガスカル移 民の新環境へ の適応

　 イ ン ドネ シ アか らマ ダガ ス カル に航 海 した 移 民 た ち は,彼 らを取 り巻 く環 境 に ど の

よ うに適 応 して い った か を,つ ぎに若 干 の民 俗 語 彙 に 依 拠 しな が ら略 述 してみ よ う。

以 下 のPAN(原 オ ース トネ シア語 形)は,　 Dempwolff,　 Blust,　Verheijenお よび筆 者 に

よ っ て再 構 成 され た形 で あ る。 た だ し,Dempwolff形 に つ い て は と くに 注 記 せ ず,

そ れ 以 外 は,そ れ ぞれ 【BLUS][VERB】 【SAKljと 記 す 。 マ ダ ガス カル の言 語 は と くに 記

す 以 外,メ リナ語 で あ る。

　 も っ と も重要 な言 葉,カ ヌ ーlakanaの 語 源 は不 明 で あ る。 た だ し,帆1ayに は

PAN*layaRが 残 され た。 海 は 「塩 辛 い水 」rano-masina(<PAN*【dDlanum水

+*(m)-asin),魚 は 「水 の獲 物 」haza-ndrano(<PAN*kaya財 産+*(n)【dD】anum)

の よ うに複 合語 に な った こ とは,こ れ らが 一 般 的 に 基 礎 語 彙 とみ な され るに もか か わ

らず,安 定 して い な い こ とに な る。 い っぽ う,故 里 の カ リマ ンタ ン系 の言 葉,魚(た
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とえ ばMny.kεnah)が 肉henaに 意味 変 化 した。 これ は,彼 らの生 活 に 占 め る漁 撈 へ

の依 存 が低 下 した こ と と関 係 が あ ろ う。 ま たPAN起 源 の 魚 名 が ほ とん ど伝 え られ て

い な い こ と も,こ の こ と と関 連 す る。 た だ し,川 や 沼 で 魚 を 捕 る筌 は,故 里 の 言 葉

vovo(<PAN*bubu>NgD.bowo)と と もに伝 承 され た 。

　 航 海 中,魚 は カ マ ス(Spraenidae)が も っ と も重 視 され た。　PAN起 源 の 魚 名 が 少

な い な か で,PMP*qalu【BLus　 I](>Mal.alu-alu:Pal.3ai)に 由来 す る この言 葉 は,

い ま も東 海 岸 の ベ ツ ィ ミサ カ ラ族 のalo-alo,西 南 海 岸 の ヴ ェズ族 のalo-aloに 見 出 さ

れ る。 また カ マ スの ほ か には サ メ科Vez.a-kio:Skl.a-kiho,タ コhorita,タ イ マイ

fanoも,そ れ ぞれ,　PAN*kiCYIu,*[h]uRita,*penyuが 継 承 され て い る。 い っぽ う,

島 の 付近 に 出没 した マ ッ コ ウ クジ ラ(Physeter　 macrocephalus)や オ ース トラ リア セ

ミク ジ ラ(Balaena　 australis)に た いす るtrozonaの 語 源 は,こ の 巨大 な海 獣 を ジ ュ

ゴ ン(PAN*Duyung>Mal.duyung)に こた とえ た表 現 に 由来 す る。

　 方 位 に つ い て も修 正 が 行 わ れ た 。 出 発 地 の 「西 ま た は 北 西 風,嵐 」(PAN

*baRat～*qa -baRat)は 北avaratra,「 東 また は南 東 風 雨 風 」(PAN*timuR)は 南

atsimoへ と,マ ダ ガス カル で 時計 回 りに90度 位 置 が ず れ た5)0こ の 意 味変 化 は,イ ン

ドネ シ アで 西 が,強 風 の吹 く方 向を さ して い た こ と と関 係 が あ る。 マ ダ ガス カル西 岸

で は,9月 か ら2月 に か け て 強 い 北 風 が 吹 き,4月 か ら9月 は南 風 に変 わ る　【DA肌

1951:326】 。またangina-bohitsと い う,語 源 的 に は 「山風 」(PAN*angin+*bukit丘)

とい う複 合 語 が,17世 紀 に は西 北 西 風(galerne)を 意 味 して いた 【FLACOURT　 l658:

xii】。 この 風 は,彼 らが南 東 貿 易 風 に の って マ ダガ ス カ ル 島 に 接 近 した あ と,舟 を 島

に 着 け るた め,必 要 と した風 で あ った ろ う。 南 半 球 に位 置 す る マ ダ ガ ス カル で は,北

方 が 上 位 とみ な され,ベ ツ ィ ミサ ラカ族 の こ とわ ざに も 「上 座 は北 方 」`Ny　 tany　am-

bo　avaratra.'と いわ れ る。 た だ し,マ ダガ ス カ ルで 北 北 東Alahamadyは,祖 先 や 死

者 の住 む も っ と も聖 な る方 向 とみ な され る[IVIOLET　 l979:49-72】 。 した が って,こ の

よ うな認 識 と も意 味 的 に連 合 して い る こ とが 明 らか で あ る。

　 航 海 で星 や 星 座 が コ ンパ ス と して利 用 され た こ とは オ ース トロネ シ ア民 族 の 航 行 方

法 か ら想 像 に難 くな い が,精 神 生 活 面 で も星 占い が 盛 ん に 行 わ れ 始 め た こ とが,運

vintanaが 星(PAN*bintang)に 由来 す る こ とに よ って判 明す る。 た だ し,そ の 内 容

は,の ち に ア ラ ブ起 源 の 十二 宮 に よ って置 き換 え られ た。 な お,星k-intanaは*bin-

tangの 交 替 形*【hlintangに 由来 し,　Jav.1-intangと のみ 同 族 語 関 係 が あ る。

5)avaratraは,　 PAN*R>Mrn.zと い う規 則 的 音 韻 変 化 か らは ず れ る。 した が っ て,こ の語

　 は借 用 語 で あ る とみ な す 【DA肌 　 1977:95;AD肌AAR　 1989:ll】 。

730



崎山　　マダガスカルの民族移動と言語形成

　 上 陸 後,彼 ら が ま ず 建 て た 住 い は 掘 立 小 屋 で あ っ た 。 家tranoが 小 屋(PAN

*【dD]angaw)に 由 来 す る の は そ の た め で あ る
。 しか し,マ ア ニ ャ ン族 が 焼 畑 耕 作 用

に 村 の外 に 半 永 久 的 な集 落 と して 建 て る,PAN*[dD]angawに 由 来 す る簡 易 小 屋

dangau【HuDsoN　 l972:71-83】 へ の意 味 的 牽 引 も無 視 で きな い で あ ろ う。 よ うす る

に,こ の 言 葉 は 仮 寓 へ の 表 現 で あ っ た。 した が っ て,小 屋 に付 随 した 屋 根tafo,軒

vovonanaは,　 PAN*atep,*bubungが,そ れ ぞ れ,継 承 され た 。 しか し,イ ン ドネ シ

ア諸 語 に 広 く分 布 す る家(*Rumaq>Mal.rumah:Jav.omah:NgD.Bkp.huma)は,

岩 窟 を 意 味 す るzomaに そ の語 源 が留 め られ た ま ま,そ の 後,こ の言 葉 は意 味 的 にふ

た た び 変 化 す る こ とは な か った。

　 上 陸 した の ち,ワ ニvoay(〈PAN*buqaya>NgD.sa-buaya　 r祖 霊 と して の ワニ」),

ネ ズ ミvoalavo(<PAN*-labaw>NgD.balawau),コ ウ モ リfanihy(〈PAN*pa[n】-

iki>Tgl.paniki),鳥vorona(<PAN*burung>NgD.burong),サ ギ科vano(Ardei-

dae)(<PAN*1=/>NgD.bangau),カ イ ツブ リ科vivy(Podicipedidae)(<PAN*bibi>

Ma1.bebek),蝶 また は 蛾lolo(:Mny.lalung),バ ッタvalala(<PAN*balang>Ma1.

belalang),蟻vitsika(<PBRT*bi[sc】ik>Mny.Dsn.f3isik:Bkp.bitik)な どの よ うな

動 物 や 昆 虫 に は,主 と して 故 里 の 南部 カ リマ ンタ ン系 の言 葉 が 残 され た。

　 しか し1010に は,あ らたV'「 死 霊 」 の意 味 が 加わ った[DEcARY　 1951:231】 。 ワ ニ

は ス ワ ヒ リ語mambaの 借 用語 でmambaと も いわ れ る。 カ リマ ン タ ンで は ワ ニが 神

聖 視 され る。ン ガジ ュ ダヤ ク族 で ワ ニを 「祖 霊 」(sangiang)の ひ とつ とみ なす 【シ ェー

ラ ー　 1979:21】 よ うな 事 例 は,マ ダ ガス カル に お け る ワ ニに た いす る信 仰 と も共 通

し,起 源 的 なつ な が りを 示 唆 す る もの で あ る。

　 カ リマ ンタ ンで トー テ ム動 物 とみ な され るサ イ チ ョ ウ(PAN*enggang>Mal.eng-

gang)は マ ダ ガス カ ル に は 生 息 しな か った が,人 び とは 「鳥 の 羽 」 を この 語 源 に よ

ってengganaと 呼 ん だ 。 これ は 鳥 の羽 が装 飾 用 に使 用 され てい た た め の類 推 に よる

もの であ ろ う。 た だ し現 在,engganaは 地 方 語 と して残 る のみ で,そ の 後,翼 を意 味

す る南 部 カ リマ ンタ ン系 のelatra(<PAN*elaj[DA肌 　 1951:71-72J>Mny.elat)に こ

よ って初 期 の 「鳥 の 羽 」 は 駆 遂 され て し ま った。

　 タ ビ ビ トノキ(W章18参 照),な ん種 か のバ オバ ブ(Adansonia　 grandidieri,　Adan-

sonina　 Pony),巨 大 鳥 の エ ピオ ル ニス 類(Epiornis)に は既 知 の語 彙 的材 料 か らあ ら

た な複 合 語 が 作 られ,そ れ ぞ れ,「 森 の葉 」ravi-n-ala,「 森 の 母 」re-n-alaあ るい は 「マ

ダガ ス カ ル ル リバ ト(Alectroenas〃7adagascariensis)の い る木 」fony(くPAN*pu-

nay　 r野 生 バ ト」),「林 間 鳥」voro-n-patra(<PAN*burung+*pa(n)dang)と 比喩 的
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に 命 名 さ れ た 。 エ ピオ ル ニ ス が 林 間 鳥 と呼 ば れ た こ と はFlacourtの 記 述 か ら判 明 す

る が 【FLAcouRT　 1658:165】,そ の 後 間 も な く,エ ピオ ル ニ ス は こ の 言 葉 と と も に 絶

滅 し て し ま っ た 。 マ ダ ガ ス カ ル で は じ め て 出 会 っ た,ヤ シ 科 の ラ フ ィ ア ヤ シ

rofia～ra丘a(皿 章40参 照),サ トイ モ 科 の テ ィ フ ォ ノ ドル ムvia(Vd章14参 照)に た い

し て は,そ れ ぞ れ,故 里 の サ ゴ ヤ シ,ク ワ ズ イ モ へ の 比 喩 が 行 わ れ た 。 さ ら に バ オ バ

ブ の 一 種(Adansonia　 Za)に はza,ヤ シ科 の エ ダ ウ チ ヤ シ の 一 種(Hyphaene　 spp.

【Rich】;Hyphaene　 shatan～Medemia　 nobilis[Cabs】)に はsatraま た はsatrana,特 徴

の あ る ホ ウ シ ャ ガ メ(=マ ダ ガ ス カ ル ホ シ ガ メ)(Geochelone　 raidiata)に はsokatra

の よ うに 語 源 不 明 の 造 語 が 行 わ れ た 。

　 と く に 原 猿 類(Prosimii)に は,ア バ ヒ(A　 vahis　 laniger)にavahina(～vahina),

ア イ ア イ(Dauben　 tonia〃iadagascariensis)にaiay(=fanaha:Bts.ahay),イ ン ド リ

(lndri　indri)にendrina(～hendrina),ワ オ キ ツ ネ ザ ル(Lemur　 catta)にmaky,ベ

ロ ー シ フ ァ カ(1)rophitecus　 verreauxi)にsifaka(SkL),カ ン ム リ シ フ ァ カ(Propi-

thecus　 diade〃1Q)にsimpona,ネ ズ ミ キ ツ ネ ザ ル 類(Microcebus　 spp.)にtsitshy(～tsitsy

Skl.た だ しAtk.で は コ ビ トキ ツ ネ ザ ル 類(Cheirogaleus　 sp.)を さ す)な ど の よ うに,

種,亜 種 で の 区 別 が 行 わ れ た 。 こ の な か で も イ ン ド リ科avahina,　 endrina,　 sifaka,

simponaと ア イ ア イ 科aiay=fahanaに た い し,一 次 語 が 多 く造 語 さ れ た こ と が 注 目

さ れ る。

　 家 畜 や 大 型 動 物 に は,PANの 名 称 が ま っ た く維 持 さ れ な い 。 た ぶ ん,故 里 で 使 用

さ れ て い た 名 称 が 完 全 に 忘 れ ら れ る ほ ど の 年 代 が 経 過 し た あ と,家 畜 が ス ワ ヒ リ語 を

話 す 民 族 に よ っ て ア フ リカ 大 陸 か ら あ ら た に 持 ち 込 まれ た 。 た だ し,ス ワ ヒ リ語 が 東

ア フ リ カー 帯 で の 共 通 語 で あ る こ と を 考 え る と,そ れ が 何 族 に よ っ て も た ら さ れ た の

か は,べ つ に 考 え な け れ ば な ら な い 問 題 で あ る。

　 た と え ば,ニ ワ ト リakoho(←kuku),イ ヌamboa(←mbwa),ウ シomby

(←ngombe),ヒ ツ ジosy(←mbuzi),ロ バampondra(←punda),ま た 家 畜 の ダ ニ

kongona(←kungani)も そ れ に 付 随 し た 。 ま た ト ビ(タ カ 科)pa-.._・(Milvus

migrans)も ハ ヤ ブ サ 科 の 一 種kipanga(Falco　 dickinsoni)が 意 味 変 化 の う え 借 用 さ れ

た 。

　 ま た,故 里 に は 生 息 し な か っ た ヒ ツ ジusi(←mbuzi),ホ ロ ホ ロ チ ョ ウ(ホ ロ ホ ロ

チ ョ ウ科)akanga(Nu〃Lida　 meleagris)(←kanga(Numida〃titrada)),野 生 ネ コam-

paha(←paka)な ど も,そ れ ぞ れ 括 弧 の な か の よ うな ス ワ ヒ リ語 を 通 じて 識 別 し た6)。

衣 服 用 の 布 地lambaはPAN*1amba【r】(>Mal.lembar:NgD.rambar枚(数 量 詞):
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Mny.1amba(h)衣 類)が 維 持 され た が,多 くの 生 活 用 具 は,ス ワ ヒ リ語 を話 す 民 族

か らあ らた に導 入 され た。 た とえば,上 着akanj　 o(←kanzu),女 性 用 腰 巻 きkitamby

(←kitambi),小 刀kiso(←kisu),柄 付 水 汲 みzinga(←mzinga),な どが そ れ で あ る。

V[.移 民 の歴 史 稲作の開始 と牧畜の導入

　イネに関する語彙の意味的変遷は,マ ダガスカルへの民族移動についての情報を与

える。

第1期 南部 カ リマ ンタ ン(ス ラ ウェ シ)前 期

　 も との 「イ ネ」 を 表 した イ ン ドネ シ ア系 の 言 葉 は,複 合 語 と して イ ヌ ビエ(皿 章31

参 照)を さす 「イ ネ で な い もの 」tsi-mpari-fary【RlcH亅 とい う命 名 に残 され た 。 こ の

よ うな造 語 法 が 現 れ た 理 由の ひ とつ に,最 初 の移 民 は播 種 す べ き米 籾 を も って ゆ か な

か った 可 能 性 が 考 え られ る。Blustはtsi-mpari-faryに 「野 生 イ ネ」(wild　 rice)と い

う意 味 を与 え る　【BLUST　 1977:32】 。 マ ダガ ス カル に は3種 の 野 生 イ ネ(Oryza　 per-

rieri,　O.　punctata,0.　 perennis)が 存 在 す る 【ABE　 1984:177】 が,　tsi・mpari-faryは マ

コモ類(Zizania　 spp.)に た い す る名称 で あ った可 能 性 も あ る。Blust説 に よ るな らば,

最 初 の移 民 に よ って 野 生 イ ネ と呼 ば れ た対 象 が,稲 作 の 開始 と と もに 田や 畔 の 雑 草 を

さす よ うに変 化 した こ とに な る。 ヒエ 類 は東 南 ア ジア か ら栽 培 イ ネ の伝 播 と ともに 全

世 界 の水 田に 広 が った 【中尾 　 1966:120]と い われ るか ら,こ の よ うな意 味 変 化 が起

る のは 当 然 で あ った 。

　 faryは この一 語 で,同 じイ ネ科 の サ トウキ ビを 意 味 す る。 マ ダ ガ ス カ ル に サ トウ

キ ビが 導 入 され た の は19世 紀 初 頭 以 降 【CABartlS　et　al.1970:891]と い うの は た だ し

くな い。 す でに17世 紀 に,マ ダ ガス カル で は サ トウキ ビが豊 富 に生 育 し住 民 が そ れ か

ら酒 を 造 って い る,と の 記 述 が あ る[FLACOURT　 1658:120-121】 。 原 オ ース トロネ シ

ア民 族 は す で に サ トウキ ビ(PAN*tebuS[VERH】,*CebuS【BLUS　 N])を 知 って い た。

マ ダ ガ ス カル に お け るサ トウキ ビの歴 史 は,一 般 に考 え られ て い るほ どあ た ら し くは

ない 。

　 この よ うに,稲 作 を す で に知 って い た に もか か わ らず,イ ン ドネ シ アか らの最 初 の

6)　 ス ワ ヒ リ語 の 影響 は基 礎 語彙 に ま で達 した。 目masoはPAN*mata(>Mal.mata:NgD.

　 mate:Bkp.mate)と は 関 係 な く,ス ワ ヒ リ語machoの 借 用 語 で あ る 【DEMPWOLFF　 1937:88】 。
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移 民 は マ ダ ガ ス カル に上 陸 した あ と,た だ ちに 稲 作 に は 従事 せず,そ の後,イ ネに 関

す る知 識 を 忘 れ さ るほ ど,幾 世 代 か が 経 過 した 。 こ こに お い て マ ダガ ス カ ル では,故

里 の本 来 の 「イ ネ」 を意 味 す る言 葉 とそ れ が 表 す 稲 作文 化 との連 合 が,途 絶 え て しま

うこ とな る。 彼 らが 主食 と した の は タ ロイ モsaonjoや ヤ ムイ モovy(皿 章8参 照)で

あ り,ま た マ ダ ガス カル原 産 の サ トイ モ科 テ ィフ ォノ ドル ムvia(皿 章14参 照)も 救

荒 用 に 食 べ られ た 。 イ ヌ ビエ も食 用 に な った で あ ろ う。 しか し,イ ン ドネ シ アか ら伝

え て き た,主 食 と副 食(=「 お か ず 」　 1aoka)と を 辱 別 す る食 文 化 は,名 称(PAN

*lahuk>Mal
.lauk:NgD.Bkp.lauk:ToB.laok:Tgl.lahok)の 維 持 と と もに,現 在 に

いた る まで 変 る こ とが なか った 。

第2期 　南部 カ リマンタン後期

　 籾 米 は そ の後 の移 民 に よっ て持 ち込 まれ た が,こ の移 民 は,後 に伝 説 上 の ヴ ァジ ン

バ 族Vazimbaと 呼 ば れ る先 住 民 とな る7も た だ し,そ れ 以前 に渡 来 してい た 移 民 との

関 連,ま た ヴ ァ ジ ンバ族 が 現 在 の 何 族 に つ な が るの か は不 明 で あ る。 しか しヴ ァジ ン

・ミ族 が メ リナ族 と形 質 的文 化 的 に非 常 に違 って いた とみ なす 必要 は な い 【BLOCK　 1971:

17】 とい う見 解 もあ る よ うに,彼 らが 同 じイ ン ドネ シ アか らの移 民 で あ った とす れ ば,

文 化 的 に み て基 本 的 に大 き な相 違 は な か った とい うこ と もで き る。

　 ヴ ァジ ンパ 族 は土 地 に た いす る霊 的 優 位 に た った とみ な され るほ か,ヴ ァジ ンパ族

か らイ ネ を も ら った とす る伝 説 が 多 い 。 と くに メ リナ族 の伝 説 で は,ヴ ァジ ンバ族 か

ら焼 き籾 を も ら った とい う 【高 谷 他 　 1989:451】 。 言 語 的 に も,基 層 語 と して の ヴ ァ ジ

ンパ族 の言 語 か ら影 響 を 受 け,現 在 の 東 部 方言 の特 徴 とな る。 こ とに そ の 音 韻 的影 響

は甚 大 で あ った。

　 ヴ ァ ジ ンバ 族 か ら もら った とい う籾 米 に た い し,現 在,イ ン ドネ シ アで は きわ め て

局地 的 な分 布 を示 す 厂干 し飯 」 あ るい は 「焼 き ゴメ」 を意 味 す る,調 理 した コ メを さ

す言 葉varyが あ て られ た(皿 章13参 照)。 この名 称 は も と も と ヴ ァジ ンバ族 の言 葉 に

由来 す る。 彼 らは 長 い 航 海 の 船 上 食 と して加 工 した コメを 携 え て い た の で あ る。 しか

し,Rダ ガ ス カ ル に 上 陸 後,籾 米 に た い して も,こ のvaryが 引 き続 き使 用 され た こ

とに な る。 た だ し,マ ダ ガ ス カ ル の イ ネ の系 統 は,現 在,水 稲 品 種 のIndicaが 全 島

に分 布 す るが,こ れ は 比 較 的 あ た ら し く,東 海 岸 を 中心 に 分 布 す る東 南 ア ジ ア島嶼 部

系 の陸 稲 品 種Javanicaが よ り古 い と推 定 され て い る[田 中　 1989:389-3921。 ヴ ァジ

7)　 Dahlは,ヴ ァ ジ ンバ 族 と い う呼 び 名 は バ ン ト ゥー 系 民 族 の よ うに 聞 こ え る と い う

　 【D皿 　 1988:91】 。 しか し,民 族 と呼 称 とが 同系 統 で あ る と は限 らな い 。
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ンバ族 伝 説 と この分 布 とが どの よ うに 結 び つ くか は不 明 な点 も多 い 。 しか し,ヴ ァジ

ンバ族 の 時代 の 中央 高 地 で は,JavanicaがIndicaに ま だ圧 倒 され て い な か った 可 能

性 も考 え られ る。

　 長 期 間 にわ た る航 海 に よ って 余 儀 な くされ た コメ にた いす る唯 物 的 対 処 法 は,コ メ

や そ の生 育 に まつ わ る信 仰 を 消 失 させ た。 す なわ ち,マ ダ ガ ス カル に お け るイ ネ に た

いす る儀 礼 や コ メに た い す る稲 魂 信 仰 の 欠如,稲 作 に関 す る故 里 の一 次 的 語 彙 が ほ と

ん ど残 存 しな い こ とな どが そ れ を 裏 づ け るg}0稲 作 は,母 文 化 にお け る稲 作 文 化 複 合

を シス テ ム と して で な く移 入 され た 結果,母 文 化 か らみ れ ば す り減 った(decultured)

もの とな った 。 水 田 稲 作 とセ ッ トに な って分 布 す る魚 醤 や ナ レズ シ 【石 毛 ・ラ ドル

1990:319]が 存 在 しな い こ と も,マ ダ ガス カ ル の稲 作 の特 色 を なす 。 た だ し,稲 作 の

起 源 につ い て,バ ラ族 に 作 物 死 体 化 生 神話 【DECARY　 1964:49-50】9),ま た あ る民族 に

天 界 か らの作 物 盗 み 神 話 【BEMANANJARA　 1985:177-178;DECARY　 1951:57】 が存 在

す る こ とは,オ ース トロネ シア稲 作 文 化 圏 と のつ な が りを わず か な が ら保 持 して い る。

　 現 在,稲 作 は 基 礎 的 生 業 であ るに もか か わ らず,農 具 の種 類 が多 くな い こ と も マ ダ

ガ ス カ ル の 農 耕 の 特 徴 と し て指 摘 で き る 。 ま ず イ ン ドネ シ ア で使 用 さ れ る穂 摘 具

(Jav.ani-ani)や 犁 は 見 出 され ない 。 水 田用 の 農 具 と して 一 般 的 に 使 用 され る櫂 型 鋤

angady(Atd.fangady)は も と も と耕 起 具 で,メ リナ族 に よ っ て イ ン ドネ シ アか ら持

ち込 まれ た といわ れ る 【高 谷 他 　 1989:432亅 。 しか し,メ リナ族 以 前 か らす で に持 ち込

まれ て いた とみ る こ と もで き る。 そ の 語形 はPAN(*pan道 具 の接 頭 辞+*kali掘 る)

に 由来 す る10)0イ ン ドネ シ アか ら直 接,携 え て きた 農 具 は わ ず か で あ った が,彼 らの

オ リジ ナ ル な知 識 に 基 づ い て 臼10na(<PAN*lesung),杵alo(:Prov.ak-aloくPAN

*qalu)な どは
,マ ダ ガス カル で それ を表 す 言 葉 と と もに維 持,再 生 産 され た。

8)た と えば,田tani-mbaryは 厂イ ネ の土 地 」,穀 倉trano-mbaryは 厂イ ネ の家 」,鎌antsi・

　 mbaryは 「イ ネ の 刀 」,穂 摘 具iso-mbaryは 「イ ネ の ナ イ フ」 な どの よ うに新 しい複 合 語 が 作　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　へ
　 られ た 。 た だ し,籾akotry,苗ketsa,・ 穂salohyな どの 語 源 は 不 明 で あ る。

9)物 語 の概 略 は つ ぎの とお りで あ る。川 岸 でLahy(「 男 性 」 とい う意 味)と い う名 の 男 の子

　 が母 親 にノミッタを 捕 って も らい,「 小 ウ シ」ki-omby(な ぜ な らバ ッ タに も ウ シに も角 が あ り

　 大 糞 をす るか ら)と 名 付 け て ペ ッ トにす るが,逃 げ られ て見 つ か らな い。 男 の子 は 悲 しみ の

　 あ ま り死 ん で しま う。 母 は神 のお 告 げ で死 体 を沼 地 に 埋 め るが,一 ヵ月 後,死 体 か ら イネ が

　 生 え,い ま も この イ ネ はvari-1ahy「 男 の イ ネ 」 と呼 ばれ て い る。

10)　 こ のPAN形 に はhady　 r溝 」 も由来 す る。 なお,　 Flacourt【1658:112】 に はfangaliの 多 様

　 な用 途 が 記 載 され てい る。 マ ダ ガ ス カ ル と 同 じ櫂 型 鋤 は フ ィ リ ピ ンの ル ソン島 で も使 用 され

　 て い るが,Ifg.gaaud:Btk.gaodと い う名 称 は,　PAN*gaut　 r掻 く」(PWMP)【BLUS皿1に 由

　 来 し,マ ダ ガ ス カル のangadyと 語 源 的 な関 係 は な い 。 な お,*gautはMrn.haotra「 引 き掻

　 く」 へ と変 化 す る。
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第3期 東ア フリカ期

　 中央 高地 の灌 漑 稲 作 では,稲 田を 作 るた め ゼ ブ牛 に よる蹄 耕 が 行 わ れ る が,す で に

述 べ た よ うに,ゼ ブ牛 は,イ ン ドネ シ アの移 民 が 渡 来 す る まえ に,ア フ リカ か ら来 た

バ ン トゥー語 を話 す 牧 畜 民 に よ って 飼 育 され て いた,と 推 定 され る。 南部 マ ダガ ス カ

ル のAndroyで は,11世 紀 ご ろ の 土 器 の 破 片 と ゼ ブ 牛 の 骨 片 が 発 見 さ れ て い る

【RASAMUEL　 1984]。 こ こ に マ ダ ガ ス カ ル に お い て牧 畜 と稲 作 との 複 合 が 出現 す る こ

とに な る。

第4期 ジ ャ ワ(ス マ トラ)期

　 ジ ャ ワ,バ リでは,長 い期 間 に わ た って受 け つ づ け た イ ン ド文 化 が宮 廷 文 化 と融 合

し,洗 練 され た 高 文 化 と して発 展 しつつ あ った 。 そ れ は,マ ジ ャパ ヒ ッ ト王 朝 に お い

て 最 盛 期 に 達 した 。 た とえ ば,ジ ャ ワで は ク リス(keris)と い う神 秘 的 力 を もつ 短

剣 が製 作 され,ウ ン プ(empu)と 呼 ば れ る地 位 に あ る人 が そ の 製 作 に携 わ った。 ク

リス が イ ン ドネ シ ア 各 地 に 伝 播 して い っ た の は14世 紀 中 ご ろ 以 降 で あ る　【FREY

1989:7】 。しか しマ ダガ ス カル に は,ウ ンプ とい う言 葉 に 由 来す る敬 称t-ompo「 主 人,

所 有 者,殿 」　 は あ っ て も,ク リス文 化 は ま った く伝 わ っ てい な い 。 た だ し動 物 の 骨

や 角,爪,植 物 の 根,石 な どが 神 秘 的 力 を も った 呪 物odyと して 崇 拝 され る点 に,

ク リス発 生 以 前 の 文 化 を み る こ とが で き る11もodyは,古 ジ ャ ワ語 の 「獣 脂,薬 」 を

意 味 す るwudukが 語 源 で あ る。

　 この よ うな 事 実 は,渡 来 の時 期 を推 定 す るた め の 母文 化 の ネ ガ テ ィヴな 側 面 か らの

根 拠 とな る。 さ らに ネ ガ テ ィ ヴな根 拠 と して,マ ジ ャパ ヒ ッ ト時 代 の最 盛 期,14世 紀

中 ご ろに 宮廷 詩 人Prapancaに よ って書 か れ た 王 国 史(Nagarakertagama)に は,こ

の王 国 の 支配 下 に あ った地 域 と政 治 的 経 済 的 交 流 の あ った東 南 ア ジ ア,イ ン ドの 国名

を 逐 一 掲 げ て い るに もか か わ らず,マ ダ ガス カル に つ い て の言 及 が ま った くみ られ な

い 【SLAMETMUL7ANA　 1976:143]。 これ は,マ ダ ガ ス カ ル が ジ ャ ワ人 か らす で に忘 れ

られ た地 域 とな って いた こ とを 物 語 る。

　 この よ うに イ ン ドネ シアか ら マ ダ ガス カル へ の移 民 は,14世 紀 以 前 に は終 了 して い

た と考 え られ る。 そ の最 後 の移 民 とな った の は,農 耕 民 族 の ジ ャ ワ人 で あ った。 この

ころ に は,マ ダガ ス カ ル まで 安 定 した 直 行 の航 路 も確 定 し,ま た 現在 の マ ダガ ス カル

11)現 在,ジ ャワ人(ひ いてはイ ン ドネ シア人一般)の 宝石 にたいす る信仰 には,か つ ての呪

　 物 としての機能 の名残 りを留め る。
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におけるあきらかなインドネシア系の女性の存在からみて,女 性を従えたことも,当

然考えられる。

W.植 物名称の維持 と変遷

　 本章 は,原 オ ー ス トロネ シ ア語 か ら マ ダ ガス カル の諸 言 語 に もた らされ た,植 物 の

部 分 名称 を含 む植 物 名 称 の推 移 と意 味 変 化 を 記 述 す る。 現 在 もマ ダガ ス カル に お い て

生薬 が盛 ん に使 用 され て い る。 この な か に は,ジ ャ ワで古 くか ら伝 承 され て きた 民 間

治 療 薬(madu)の 知 識 を,植 物 名 称 と と もに継 承す る場 合 が 多 い。 た だ し以 下 の 項

目で は,マ ダガ ス カ ル に お いて 民 間 薬 と して の ほ か,各 種 の 目的 の た め に利 用 され て

い る有用 植 物 も含 まれ る。 なお 祖 語 形 へ の 意 味 の 措 定 の仕 方 は,と くに諸 言 語 間 で 意

味 的 ずれ が あ る場 合,か な らず しも簡 単 で ない 。 そ れ は そ の つ ど説 明 を与 え る。 当 然

の こ となが ら,植 物 学 的 分 類 と民 俗 分 類 とが か な らず一 致 す る とい う根 拠 は な い 。

　 は じめ て の地 で遭 遇 した 新 しい経 験 に た い し,既 存 の言 語 的 知 識 か ら材 料 を 選 択 し

組 み 合 わせ,あ る い は ま った く新 しい 素 材 か ら造 語 を作 る とい う命 名 法 は,植 物 へ の

命 名 の ほ か,マ ダガ ス カ ル の地 名 に つ いて も地 名 学 の研 究対 象 と して興 味 あ る事 例 が

見 出 され,今 後 の研 究 課 題 とな ろ う。

　 本章 で は,研 究 対 象 とす る語 彙 を 原 オ ー ス トロネ シ ア語 の一 次 語 に限 定 し,二 次 的

複 合語 に つ い て は必 要 に応 じ言 及 す るに と どめ た 。 しか し,タ ク ソ ノ ミー研 究 にお い

て は,複 合 語 も分 析 の対 象 と して無 視 す る こ とが で きな い こ とは い うまで もな い。

　 マ ダ ガ ス カ ル の 植 物 名 称 に お け る 複 合 語 に は,ahi-「 草(総 称)」(～ahitra:

Mny.ma-haketイ グサ 科 【D觚 　 1951:322】),　 hazo-「 木(総 称)」(<PAN*kayu),

rami-「 樹 液 植 物 」(<PAN*rami[SAKI】)(39参 照),　tsi-「一 モ ドキ(否 定 接 頭 辞)」,

vahi-「 ツル 植 物 」(<PAN*bakik)(2参 照),vo-「 実,種 子 」(～voa<PAN*buhaq),

volo-「 毛 」(〈PAN*bulu)を 複 合 要 素 と して 含 む 例 が 圧倒 的 に 多 く,こ れ だ け で 植

物 名称 の過 半 数 を 占め る と い って も よい 。

　 まず,ほ ぼ原 意 を維 持 して い る例 。

　 1)*baRu`Hibiscus　 tiliaceus'オ オ ハ マ ボ ウ(ア オ イ 科)【VERH;BLUS　 N]>varo　 12)

　 　 　 :Bts.baro`Thespesia　 populnea'サ キ シ マ ハ1マ ボ ウ(ア オ イ 科)【CABA】,

　 　 　 `Hibiscus　 tiliaceus'[Rica](:Mal.baru　 `Hibiscus　 macrophyllus;Hibiscus

12)た だ し,PAN*R>Mrn.zと い う音 韻 変 化 の例 外 と な る 【DEMPWOLFF

　 基 層言 語(マ ドゥ ラ語)か らの 借 用 語 か 【DA肌 　 1977:95】 。

1937:89】 。 あ るい は
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　　tiliaceus'[WAYS]:OJay.waru-1:Jay.waru:Mal.bazu:NgD.baro)o

　　 　 オ ー ス トネ シ ア 民 族 は,繊 維 を 得 る た め の も っ と も ポ ピ ュ ラ ー な 植 物 と し

　　て オ オ ハ マ ボ ウ を 利 用 し た が,マ ダ ガ ス カ ル で は バ シ ョ ウ科(35参 照),ラ フ

　　 ィ ア ヤ シ(ヤ シ 科)(40参 照)な ど が 繊 維 用 の 植 物 と し て よ り重 要 に な っ た

　　【La〃tb　 l978:10]。 東 部 方 言 圏 の ベ ツ ィ ミサ ラ カ 族 は,サ キ シ マ ・・マ ボ ウ の 繊

　　維 か ら縄 を な う。 な お,Bts.baroを ポ リネ シ ア 語 のburao【SIC】 と比 較 す る

　　[CABANIS　 et　Ql.1969:295】 の は 誤 りで あ る 。

2)*bakikツ ル 植 物>vahyツ ル 植 物(:Mal.bakek`.Piper　 chaba;Piper　 longumイ

　　 ン ドナ ガ ゴ シ ョ ウ(コ シ ョ ウ 科)'【WATS】:NgD.baki)。

3)*bintanguR℃'alophyllu〃i　 archipelagi'テ リハ ボ ク の 一 種(オ トギ リ ソ ウ科)

　　[VERH](PWMP)[BLUS　 I]^一*bitaquR(PMP)[BLUS　 N]`Calophyllum

　　spp.'>Mrn.Bts.　 vintanina:Sk1.Atk.　 vintanona`Calophyllum　 sp.'[RICH]

　　Prov.　 vintano樹 木 名 　 【RlcH】,℃alophy"um　 parviflorum'【PERR;CABA】,

　　`Calophy〃um　 spurium'【MALZ;RAJE】,℃atophy〃um　 inophyllum'テ リハ ボ ク

　　【CABA;DESH](:Mal.bintangur～bentangur℃alophyllum　 spp。,【WATs;WILKI:

　　Jay.bitangur^-bintangur)o

　　 　 `Calophy〃u〃z　 spp.'の うち`(‾alophy〃um　 inophy〃um'は 高 木 で,イ ン ドネ シ

　　 ア,マ ダ ガ ス カ ル で と も に 建 築 材,カ ヌ ー 材 に さ れ る 。

4)*buluq竹>volo竹 【DESH](:Mal.buluh`Bamboos　 generally,【WATsL

　　 `Bambusa　 spp.'[WICK]:3ay.wuluh:NgD.sa-bulu^-sa-wulu:Bug.Mks.bulo

　　ToB.bulu:Tgl.buho3)0

5)*bunga花>vony13)～voniny花(:Ma1.ToB.Bug.bunga花:NgD.bungεhイ ネ

　　の 花:Mny.」3ungE花:Tgl.bunga果 物)。

6)*katapang`Terminalia　 catappa'モ モ タ マ ナ(シ ク ン シ科)>Mrn.hatafana:

　　Bts.atafana^-antafana,　 Mrn.hatafa:Bts.atafa`Terminalia　 catappa'[Rica;

　　CABA],`Terminalia　 badamia,【RAJ司(:Mal.ketapang`Terminalia　 catappa'

　　[WAYS]Jay.ketapang:NgD.tapang:Bug.katapang:ToB.hatapang)o

　　 　 オ ー ス ト ロ ネ シ ア 語 族 圏 で は 海 岸 付 近 の あ りふ れ た 樹 木 で,堅 い 幹 は 建 築

13)　 この 例 に 現 れ るPAN*-a>NgD.-E:Mrn.-iの よ うな変 則 的 音 韻 変 化 は,か つ て カ リマ ンタ

　 ン に 存 在 した 基 層 言 語(可 能 性 が あ る の は 古 ジ ャ ワ語)の 影 響 に よ って 現 れ た　 【DEMP-

　 WOLFF　 1937:52]。 しか し基 層 言 語 と して,　Dahlは,距 離 的 に も ジ ャ ワ島 と カ リマ ンタ ン

　 島 の 中 間 に 位 置す る マ ドゥ ラ島 の マ ドゥラ語 で あ る可 能 性 を示 唆 す る 【DA皿 　 1977:95】 。 古

　 ジ ャ ワ語(ジ ャ ワ語),バ リ語,マ ドゥラ語 は 言 語構 造 的 に きわ め て近 い 関 係 に あ る。
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　　材 と な る 。 ま た 種 子 の 仁 は 食 用 に な る 。

7)*【t】aruk若 芽>taroka若 芽(:Mal.taruk:Tgl.talok若 芽:NgD.tarok梢)。

8)*ubi～*qubi`Dioscorea　 alata'ダ イ ジ ョ(ヤ マ ノ イ モ 科)[VERH;BLus】V】>ovy

　 `1)ioscorea　 alata;Svlan　 um　 tuberosumジ ャ ガ イ モ'[CABA】(:Mal.ubi`Plants

　 producing　 tubers'[WAYS]:Jay.uwi-vwi:NgD.owi:ToB.ubi:Tgl.ubi)o

　　 複 合 語 と し て,ofi-ala～o丘 一n-ala(〈*alas森)`Dioscorea　 oviala'【RICH;

　 DESH],　 ovi-hazo:Bts.ofi-hazo`lpomoea　 batatas'サ ツ マ イ モ 【CABA;RICH]～

　 vi-azo～vi-hazo`Manihot　 ultissima'キ ャ ッサ バ 【CABA;BABE](:Mal.ubi-kayu

　 `Manihot　 ultissima,),ofi-ka`Dioscorea　 bulbifera,ニ ガ カ シ ュ ウ[BABE]な ど。

　　 ovy,　 ubiに は ヤ マ ノ イ モ 科(Dioscoreaceae)の ほ か,ナ ス 科 の ジ ャ ガ イ モ,

　 ヒ ル ガ オ 科 の サ ツ マ イ モ,ト ウ ダ イ グ サ 科 の キ ャ ッ サ バ の よ う な 塊 茎 ・塊 根

　 植 物 も 含 ま れ る が,こ れ ら は い ず れ も,PAN段 階 に は 存 在 し な か っ た ア メ リ

　 カ 大 陸 起 源 の 作 物 で あ る 。

　 つ ぎ に 意 味 変 化 し た 例 。

　　9)*aka【r]～*waka【r]根>Shn.vahatra`Danais　 ligustrina'ミ カ ン科 の 一 種 【RlcH;

　　 　 MALz】(:MaLOJav.NgD.akar根)。

　　 　　　 こ れ は,マ ダ ガ ス カ ル に お い て 意 味 が 特 殊 化 し た 例 に な る 。 こ の ツ ル 植 物

　　 　　の 根 は 染 料 と し て 利 用 さ れ る14)。

　 10)*anabu`Shrub　 or　small　 tree;Abroma　 augusta　 トゲ ア オ イ モ ドキ(ア オ ギ リ

　　 　 科)'(PWMP)【BLUS皿 】>Skl.adabo`Ficus　 sp.'【RIcH】,`Ficus　 cocculifolia'

　　 　 【CABA;RAJE](:Hnn.anabu:Pal.1ab`A　 broma　 augusta')。

　　 　　　イ ン ドネ シ ア 語 派 中 央 部 で は 祖 語 形 が 消 滅 し,た と え ば,Mal.で はrami

　　 　 sengatと 呼 ば れ る 。　ramiに つ い て は39)参 照 。 ま た,そ の 他 の イ チ ジ ク属(ク

　　 　　ワ科)と し て29),37),38),46)参 照 。

　 ll)*bakung`Crinum　 asiaticum'ハ マ ユ ウ 【VERH】>Mrn.vahona:Prov.vaho`A　 loe

　　 　 〃zacroclade'ア ロ エ ・マ ク ロ ク ラ ー ダ 【RlcH;CABA;DESH],`A　 loe　capitata'ア

　　 　　ロ エ ・カ ピ タ ー タ　 【BABE](:Mal.bakung`Crinum　 asiaticum,【WATs】:Jav.

　　 　 bakung:NgD.bakong水 生 植 物 名:Bug.Mks.bakung:ToB.bahung灌 木 名)(図

　　 　 2,3)0

　　 　　　た だ し,`Aloe　 capitata'はsahondraと い う名 称 で`Aloe〃zacroclade'か ら 区

14)　 湯 浅浩 史 博 士 の教 唆 に よ る。
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　 　 別 さ れ る こ と も あ る 【RlcH;CasaNis　 et　al.1969:374】 。　Crinumは ヒ ガ ン バ ナ

　 　 科 で 東 南 ア ジ ア 原 産,Aloeは ユ リ科 で マ ダ ガ ス カ ル や ア フ リ カ 原 産 。　Crinu〃1

　 　 は イ ン ドネ シ ア で ポ ピ ュ ラ ー な 園 芸 植 物 で あ る 。Crinu〃1は 嘔 吐 剤 や 解 毒 用 に,

　 　 Aloeは 胃 腸 障 害 に 葉 の 汁 を 飲 む ほ か,虫 刺 さ れ 防 止 に 肌 に つ け る 。

　 　 　 な お,vahonaを`Heritiera　 littoralis'サ キ シ マ ス オ ウ ノ キ(ア オ ギ リ科)と

　 　 み る よ うな[CABANIS　 et　al.1969:334】 誤 用 例 も 報 告 さ れ て い る 。

12)*bangkuwang`Pandanus　 sp.'タ コ ノ キ 属(タ コ ノ キ 科)の 一 種>vakoa-

　 　 na～vakoa`Pandanus　 utilis'ビ ョ ウ タ コ ノ キ 【DESH;RAJE1(:Mal.mengkuang

　 　 `Pandadus　 atrocarpusオ オ タ コ ノ キand　 other　 spp.,[WATs;WILK】:NgD.

　 　 bangkuang:Tgl.bangkuwang-bundok`Pandanus　 dubius'【DEMP】)(写 真3,4)。

　 　 　 ビ ョ ウ タ コ ノ キ は マ ダ ガ ス カ ル 原 産 で あ る が,気 根 の 繊 維 が 帽 子,葉 が 屋

　 　 根 葺 き に 使 用 さ れ る の は,オ オ タ コ ノ キ の 用 途 と 共 通 す る 。 た だ し フ ィ リ ピ

　 　 ンでTgl.bangkuwang～bangkwangは`Scirpus　 cro∬us[sic】,(Scirpus　 grossus)

　 　 カ ヤ ツ リ グ サ 科 を 意 味 す る　 【PANG】 。 こ の 植 物 は,現 在,　 Ma1.で はrumput

図2　 Crinu〃z　 asiaticu〃z【LBN　 l　l】

　 (原 図 はJitno　 Rijadi　 Yom.よる)

図3　 Aloe　 capitata(古 い植 物 画集 か ら)
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　 　 murungと 呼 ば れ る 。 い ず れ も こ れ を 材 料 に 敷 物 や 籠 が 作 ら れ る の で,こ こ に

　 　 意 味 変 化 の 契 機 を 見 出 す こ とが で き よ う。 な お,タ コ ノ キ の 総 称 は34)参 照 。

　 　 　 Dempwolffは こ の 祖 語 形 か らMal.bengkuang:Jay.bengkowangも 由 来 した

　 　 とみ る が,こ れ らは`Pachyrrhizus　 angulatus'[WAYS】,`Pachyrrhizus　 erosus'ク

　 　 ズ イ モ(マ メ科)【LBN　 71を 意 味 す る。 ク ズ イ モ は17世 紀,ア メ リカ か ら 各 地

　 　 に 広 ま っ た 植 物 で あ る 。Mal.bengkuangはmengkuangと 通 時 的 に は 姉 妹 語

　 　 　 (doublets)関 係 に な る が,後 者 は 前 者 の 前 鼻 音 化 形 に よ っ て 派 生 した 語 で,

　 　 共 時 的 に 意 味 は 無 関 係 で あ る 。

13)*ba[r】i調 理 した コ メ>vary`Oryza　 sativa'イ ネ,稲 籾 【RICH](:NgD.bari調 理

　 　 した コ メ:Bug.bari干 し 飯)。

　 　 　 Dempwolffに よ っ て,不 確 定 とみ な さ れ た*ba[r]iの 【r】は,　 Bug.の 例 に よ

　 　 っ てrに 措 定 し う る 。 な お,南 部 ス ラ ウ ェ シ諸 語 サ ッ ダ ン ト ラ ジ ャ語 のbarri'

　 　 ～barri　 r赤 米 」 も 同 族 語(cognate)で あ る 可 能 性 が あ る 。 な お,31)参 照 。

14)*biRaq`A　 locasia　 spp.'ク ワ ズ イ モ 属(サ トイ モ 科)【BLus】V】>viha～via15)

　 　 `Typhonodoru〃z　 lindleyanum'テ ィ フ ォ ノ ドル ム(サ トイ モ 科)【RlcH;CABA;

　 　 DESH;RAJ司(:Ma1,birah`Alocasia　 indica,[WAYS],`Alocasia　 spp.,【WILK】:

写 真3　 Pandanus　 atrocarpus

　 (イ ン ドネ シア ・パ リ島)

写真4　 P砌dσ π鋸 π'〃な

(大阪市 ・咲 くや この花館)
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　　 写真5　 Alocasia　 spp.

(ミ ク ロネ シ ア ・ポ ー ンペ イ 島)

写 真6　 Typhonodorum　 lindleyanu〃1

　 　　 　 (ア ンタナ ナ リヴ)

　　　NgD.biha:Mks.ToB.bira:Tgl.

　　　biga3　 　̀A　locasia　 　macrorrhiza'

　　　[CONS1)(写 真5,6)。

　　　　 な お マ ダ ガ ス カ ル で サ トイ

　　　モ に た い す る 総 称saonjo～son-

　　　jo`Colocasia　 antiquorum'[Rica;

　　　CABA;DESH】 は,イ ェ メ ン の

　　　sandj[ABE　 1984:94】,ク リオ

　　　ー ル のsonje【Matz】 と い う語

　　　と 音 的 に も っ と も 近 い 。

15)*ciyum嗅 ぐ>Bts.tsio-ntsi-

　　　 ona^-tsiona　 `Em　 ilia　amplexi-

　　　 caulis,　 【RIC司,　 Btl・　 `E.〃?ilia

　　　 citrina'ベ ニ ニ ガ 才 の 一 種(キ

　　　　ク 科)[CABA;DESH](:Mal.

15)PANか らの*R>zと い う音韻 変 化 よ りも,中 間 的 なNgD.の 一h一を語 源 とす る こ とに よ っ

　 て,viha～viaへ の 変 化 が よ り合理 的 に説 明 で き る。
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　 　 　cium嗅 ぐ,匂 う:Jav.ciyum:NgD.sium:Bug.ciung)。

　 　 　 　`Emilia　 amplexicaulis'ウ ま コ ン ジ ロ ー ム に,`Emilia　 citrina'は カ イ セ ン薬(20

　 　 　参 照)の 添 加 剤 と し て 用 い られ る 。Mal.で`E〃:ilia　 citrina'はketumbit　 jantan

　 　 　【WATS亅 と呼 ば れ,煎 じ て 咳 止 め に され る 。 しか し,「 嗅 ぐ」 か ら意 味 変 化 す る

　 　 理 由 は 不 明 で あ る 。

16)*cuka酢>Bar.Skl.tsoha℃itrus　 sp.'柑 橘 類,　 tsoho`Citrus　 aurantifolia'ラ イ ム

　 　 　 (ミ カ ン科)【CABA](:Mal.cuka醸 酵 し た ヤ シ 酒,酢:Jav.coka-k:Bkp.cuka:

　 　 Bgs.Mdr.cukka:Tgl.sukaヱ す っ ぱ い 果 実,酢)。

　 　 　 こ の 語 は 原 イ ン ドネ シ ア 語 の 段 階 で 借 用 さ れ た サ ン ス ク リ ッ ト語cukra-「 果

　 　 実 の 酢 」 を 語 源 と し,マ ダ ガ ス カ ル に は イ ン ドネ シ ア 経 由 で は い っ た 例 で あ

　 　 る 。 た だ し,マ ダ ガ ス カ ル で は 地 方 語 に の み 残 る 。Mrn.で はvoa-sary【RlcH;

　 　 MALz;CABA】 と い い(saryの 語 源 は 不 明),柑 橘 類 の 種 名 に はvoa-saryを 複 合

　 　 語 の 要 素 と す る 語 が 多 い 。 な お,tsohaの ス ワ ヒ リ語chungwa語 源 説[Rica】

　 　 は と る こ と が で き な い 。

17)*【dD】aqan枝>ranga`A　 hard-wooded　 tree;Ochna　 sp.オ ク ナ 科 の 一 種'【RlcH】

　 　 (:Ma1.dahan枝:NgD.Bkp.dan)。

　 　 　 こ れ は,マ ダ ガ ス カ ル に お い て 意 味 が 特 殊 化 した 例 で あ る 。

18)*【dD】aven葉>ravina(:NgD.Bkp.dawen葉:Mny.Dsn.raf3en)。

　 　 　 ravinaを 複 合 語 の 要 素 と し て,マ ダ ガ ス カ ル 原 産 のravina-1a(〈*alas森)

　 　 `Ravenala　 madagascariensis'タ ビ ビ トノ キ(バ シ ョ ウ科)【RICH;CABA;RABE】

　 　 に た い す る 呼 び 名 が こ の よ うに 造 語 さ れ た 。 た だ し,ベ ツ ィ ミサ ラ カ族 の 場 合

　 　 は35)参 照 。

　 　 　 見 掛 け の*dahun(>Ma1.daun葉:OJav.Jav.ron:Bug.Mks.raung)語 源 説 を

　 　 と る の は[IVIARRE　 l883:108】 。 た だ しPANの*【dD】avenと*dahunは 姉 妹 語

　 　 で,さ ら に 古 い 共 通 のPAN形(*【dD】aSwen)の 存 在 を 考 え る こ と も で き る 。

　 　 そ うで あ る に せ よ,マ ダ ガ ス カ ル の 形 は 南 部 カ リマ ン タ ンの 諸 言 語 の 形 を 直 接

　 　 継 承 して い る こ と が 明 らか で あ る 。

19)*【dD】uRi刺>roy有 刺 灌 木(:Mal.ToB.Bug。duri刺:OJav.rwi:Jav.ri:NgD.

　 　 Bkp.duhi)o

　 　 　 た だ し,royの み でMim　 osa　latispin　osaオ ジ ギ ソ ウ(ミ モ ザ)の 一 種(マ メ

　 　 科)を 意 味 す る よ うな 特 殊 化 し た 用 法 も あ る[CABA】 。

20)*garunggang`Cratoxylon　 spp.'ク ラ トキ シ ロ ン類(オ トギ リ ソ ウ科)>Mrn.
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harongana:Bts.haronga　 `Haronga　 madagascariensis,【RlcH;MALz;CABA;

DESH;RABE】(:Mal.geronggang～gerunggang`Aglaia　 griffith　iiジ ュ ラ ン の 一 種

(セ ン ダ ン科);Cratoxylon　 spP.'【WATs】,℃'ratoxylon　 fro〃zosum'【WII.K],

℃ratoxylon　 arborescens'[LBN　 14】:NgD.garunggang:ToB.garungang樹 木 名)

(図4,5)。

　 マ ダ ガ ス カ ル で 固 有 種 名 と な っ たharonganaはgeronggangと 同 じHyper-

icaceae(=Guttiferae)オ トギ リ ソ ウ科 に 属 す る 。 しか し,　haronganaは 灌 木 で

あ り,geronggangは 高 木 で あ る 点 が と くに 異 な る 。 ダ ヤ ク諸 族 はgeronggang

を 屋 根 葺 き材 と して 使 用 す る 。 た 葦 し,geronggang,　 harongaは と も に,葉 や

樹 皮 の 液 が カ イ セ ン薬 と さ れ る 点Y'共 通 の 用 途 が 見 出 さ れ る 。 ま た,haronga-

naの 若 葉 は 濃 栗 色 染 料 と し て も使 用 さ れ る 。

　 Adelaarは こ の 語 が 四 音 節 で 植 物 名 だ か ら 借 用 語 だ と み て い る が

図4　 Cratoxylon　 arborescens【LBN　 14】

　　　　 (原 図はIschakに よ る)

図5　 Haronga　 madagascariensis

　　　 【提 供:湯 浅 浩 史1

　　 (原 図 はVesqueに よ る)
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　 　 　 【ADELAAR　 1989:161,こ れ ら は か な ら ず し も 借 用 語 の 絶 対 的 条 件 と は な ら な

　 　 　 い 。

　 21)*kun【D】ur`Benincasa'ト ウ ガ ン(ウ リ科)>Prov.hondroカ ボ チ ャ 【RICH】(:

　 　 　 Mal.kundur`Benincasa　 cerifera'ト ウ ガ ン 【WATs]:Bug.Mks.kunruluk:ToB.

　 　 　 gundur:Tgl.kundol}o

　 　 　 　 ト ウ ガ ン は ジ ャ ワ原 産 の 一 年 生 ツ ル 植 物 で あ る 。 こ の 語 に は マ ダ ガ ス カ ル

　 　 　 に お い て 比 喩 的 に 姉 妹 語 が 発 生 し,Mrn.akondro`Musa　 sapientu〃z'バ ナ ナ

　 　 　 【DESH】,`Musa.paradisiaca'リ ョ ウ リバ ナ ナ 【RABE1が う ま れ た 。 な お,直 系 の

　 　 　 35)参 照 。 ト ウ ガ ン とバ ナ ナ と の あ い だ に 意 味 的 推 移 を 起 す う え で ど の よ う

　 　 　 な 契 機 が あ っ た の か 不 明 で あ る が,こ の よ うな 意 味 変 化 が 起 り得 る な ら ば,

　 　 　 PAN*pisangバ ナ ナ 【DEMP](>Mal.pisang`Musa　 sapien　to〃1'【WATs])を 日 本

　 　 　 語 ヒサ ・ ゴ(=ヒ ョ ウ タ ン)の 語 源 と み る 説 【村 山1981:157-159Jも 可 能 な

　 　 　 こ とに な る16)。

22)*kunij℃urcu〃is　 spp.'ウ コ ン 類(シ ョ ウ ガ 科)【BLus]V】 ～*kunyij℃urcu〃to

　 　 　 viridiflora,【VERH]>Bts.honitra【Ricx](:Mal.kunyit`Curcuma'domestica,ウ

　 　 　 コ ン 【WATs】:OJav.Jav.kunir:Bug.unnyi:Mak.kunik:ToB.hunik)。

　 　 　 　 イ ン ドネ シ ア に お け る ウ コ ン の 用 途 は 広 い 。 民 間 薬 は も と よ り調 理,染 色,

　 　 　 呪 術 に も 使 用 さ れ る 。 ま た ハ レ の 席 で の 共 食 に 供 さ れ る,ウ コ ン を い れ て 炊

　 　 　 い た 「黄 飯 」(Mal.nasi　 kuning)が あ る 。 ウ コ ン に た い す る 民 間 信 仰 は,イ ン

　 　 　 ド文 化 の 一 環 と し て イ ン ドネ シ ア に 輸 入 さ れ た も の で あ る 。 イ ン ド文 化 以 前

　 　 　 に は,赤 色 が ハ レ の 色 と さ れ た 。 マ ダ ガ ス カ ル で ハ レ の 日 に は 赤 飯 が 炊 か れ

　 　 　 る の は,イ ン ドネ シ ア の 古 い 習 慣 を 残 す も の で あ る 。 マ ダ ガ ス カ ル で は,ウ

　 　 　 コ ン は45)の よ〆う に ジ ャ ワ語 と の み 共 通 す る 点 が 注 目 さ れ る 。*kunij系 は ベ

　 　 　 ツ ィ ミサ ラ カ 族 に 残 る の み で あ り,ま た そ の 対 象 も,赤 色 染 料 を と る た め の

　 　 　 ツ ル 植 物(植 物 名 称 不 明)に 限 定 さ れ て い る 。

　 23)*lenga`Sesamum　 indicum,ゴ マ>lingo-za～longo-za～10ngo-zy`Aframomum

　 　 　 angustifoliu〃i'ア フ ラ モ ム ム の 一 種(シ ョ ウ ガ 科)[FLACOURT　 1658:128;

　 　 　 CasA;DESH](:Mal.lenga`Sesamum　 indicum'[WAYS;WILK]:OJay.Jay.Ienga

　 　 　 NgD.lengo:Bug.langa:Mks.langnga:ToB.longa:Tgl.linga)o

　 　 　 　 マ ダ ガ ス カ ル でlongo-zaの 葉 は ス プ ー ン の 代 用 に さ れ る こ と が あ る。

　 　 　 　 *lengaは オ セ ア ニ ア の 諸 言 語(Fij.re-rega:Sam.1egaな ど)で ℃urcu〃to

l6)　 ピサ ゴ の語 源 には これ まで 定 説 が な い 。 湯浅 説 で は 「久 ・子 」 だ とい う。
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　 　 do〃zestica'に 意 味 変 化 す る 。 実 際 の 植 物 は 存 在 せ ず と も,ゴ マ と ウ コ ンが と も

　 　 に 呪 術 的 に 使 用 さ れ た こ と に 意 味 変 化 の 契 機 を 見 出 す こ と が で き る

　 　 [SAKIYAMA　 　1987:47-48]0

24)*lumutコ ケ,藻,水 草>lomotra～lombotra`.:,,藻 類;Vaucheria　 sessilis

　 　 フ シ ナ シ ミ ド ロ の 一 種'【RlcH】,`Spirogyra'ア オ ミ ド ロ[CABA;BABE](:Ma1.

　 　 lumutコ ケ,藻,水 草 　 【WATs;WILK】:OJav.Jav.lumut:NgD.lomot:Bug.

　 　 Mks.lumuk:Mdr.lumiq:ToB.limut:Tgl.lumot)o

　 　 　 lomotraは,通 称algue　 verte℃hlorophyceae'緑 藻 類 と呼 ば れ る 水 コ ケ の 一

　 　 種 で,ね ぶ と の 治 癒 に 用 い ら れ る 【DESH]。

　 　 　 な お,lomotra　 hazo(=木 の 藻)は`Usnea　 sp.'サ ル ナ ガ セ 類(サ ル オ ガ セ 科)

　 　 【DESH]を さ す 。

25)*mangga`Mangifera　 indica'マ ン ゴ ー>manga　 マ ン ゴ ー(:Ma1.mangga

　 　 `Mangifera　 feotica;Mangifera　 indica'[WaTS]:ToB.Tgl.mangga)o

　 　 　 複 合 語 と し てProv.tsi-manga`lpo〃ioea　 batatas'(=マ ン ゴ ー モ ドキ)サ ツ マ

　 　 イ モ,manga-hazo(=木 の マ ン ゴ ー)キ ャ ッサ バ な ど の よ うに 意 味 変 化 す る 。

　 　 　 Dempwol仔 が こ の 形 を 再 構 成 し て い る た め こ こ に 引 用 す る が,マ ン ゴ ー が

　 　 マ ダ ガ ス カ ル へ も た ら さ れ た の は,1802年 以 前 に イ ン ド ・ア ラ ブ 商 人 に よ る

　 　 と い わ れ る か ら 【CaBarrlS　 et　al.1970:948L　 mangaは 原 オ ー ス ト ロネ シ ア 語 と

　 　 直 接 的 関 係 を も た な い 。

26)*medang`Lauraceae,ク ス ノ キ 科[WAYS】>merana`Vernonia　 merana'ヨ モ ギ ボ

　 　 ク の 一 種(キ ク 科)　 [RICH;MALZ;PERR】,`Brachyloena[sic]rami,flora'

　 　 (Brachylaena)キ ク科 【CABA】(:Mal.medang:NgD。madang:ToB.modang:

　 　 TgLmarang`Artocarpusパ ン ノ キ 属(ク ワ科);Litseaハ マ ビ ワ属(ク ス ノ キ

　 　 科)'【DEMP]。

　 　 　 イ ン ドネ シ ア でmedang　 Vim.含ま れ る種 類 は 多 い が,大 部 分 が ク ス ノ キ 科 に 属

　 　 し,芳 香 の あ る 樹 皮 と淡 白 色 の 葉 裏 を も つ の が 特 色 で あ る 。 ジ ャ ワ で は 民 間

　 　 薬 と し て も っ と も多 用 さ れ る 植 物 の ひ と つ で あ る が,カ リ マ ン タ ン で は 木 が

　 　 堅 い た め 家 屋 の 柱 と さ れ る 。 マ ダ ガ ス カ ル で は 叢 林 か ら 離 れ て 生 え る た め,

　 　 hazo-tokana　 r孤 独 木 」 と も い わ れ,葉 は 煎 じ て 虫 下 し に され る 。 ま た,こ の

　 　 木 を 家 の な か に も ち 込 む と 壺 が 割 れ る と信 じ られ て い る 。

27)*nanasパ イ ナ ッ プ ル>ma-nanasyパ イ ナ ッ プ ル[CABA】(:Jav.Mal.nanas)。

　 　 　 Dempwolffが こ の 形 を 再 構 成 し て い る た め こ こ に 引 用 す る が,パ イ ナ ッ プ
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　 　 　 ル は15世 紀 以 降,ブ ラ ジ ル か ら 広 が っ た も の で,語 源 も ブ ラ ジ ル の 現 地 語 と さ

　 　 　 れ る 。 マ ダ ガ ス カ ル に は 【FLACOURT　 l658:119】Y`ananasの 記 載 が あ る 。 し

.　 　 た が っ て,年 代 的 に イ ン ドネ シ ア か ら の 移 民 に よ っ て 導 入 さ れ た 可 能 性 は うす

　 　 　 く,Grandidierの 推 定 は た だ し く な い[CaBANIS　 et　Ql.1970:993]。 　mananasy

　 　 　 は ポ ル トガ ル 語ananasの 借 用 語 とみ な す の が 妥 当 で あ り,　Jav.Mal.nanasと

　 　 　 の 直 接 的 関 係 は な い 。

28)*niyuR～*niuR【V㎜;BLUS　 N]`('ocos　 nucifera'コ コ ヤ シ(ヤ シ科)>nio(:Ma1.nyiur

　 　 `Cocos　 nucifera'[WAYS;WILx]:OJay.nyu:NgD.enyoh:Bkp.enyuh:Mny.

　 　 niui:Tgi.niyog)o

　 　 　 た だ しnioは(*buhaq>)voa-nio～voa-niho～voha-nioと い う複 合 形 で の

　 　 み 使 用 さ れ る 。 コ コ ヤ シ はhazo-voanio(=コ コ ヤ シ の 木)と も い わ れ,コ コ

　 　 ヤ シ の 実(coco)はvoan'ny　 voanioと い わ れ る 。

　 　 　 voa-nioの 民 間 語 源 と し てFlacourt【1658:127]の 伝 え る ア ン タ ヌ シ 族 の 民 話

　 　 に よれ ば,も と も と マ ダ ガ ス カ ル の 南 部 地 方 に は コ コ ヤ シ が ま っ た く生 え て い

　 　 な か っ た 。 あ る 日 海 岸 に 打 ち 上 げ ら れ た コ コ ヤ シ の 実 が,20～30年 か か っ て 立

　 　 派 な 木 に 成 長 し た 。 こ の 木 を 見 に 海 岸 へ 行 っ た 王 は,木 の 下 で うた た 寝 を し て

　 　 し ま っ た 。 お り し も 熟 し た 実 が 王 の 頭 に 落 下 し,王 は 死 ん で し ま っ た 。 だ か ら

　 　 コ コ ヤ シ の こ と を,voa「 撃 た れ た 」-ni「 に よ っ て 」-io「 そ れ 」 と い う の で あ

　 　 る 。 な お,voaは 「実 」 のvoaと 同 音 異 義 で あ る 。

29)*nunuk`Ficus　 benja〃tina'ベ ン ジ ャ ミ ン ツ リー(ク ワ科)etc.(PAN)【SAKI】,

　 　 　 (PMP)[BLUS皿;VERH]>nunue[FLAG]:Mrn.ma-noko～nonoka:Sk1.nonoky

　 　 　 `Ficus　 melleri,【RICH;PERR;DESH],`Ficus　 pyrifolia'【CABA;RABE】(:Snr.

　 　 　Ngd.nunu:BoM.Trr.nunuk`Ficus　 benjamina':Cmr.nunu`Ficus　 prolixa'ガ ジ

　 　 　 ュ マ ル(榕 樹)(ク ワ 科):Tg1.nunoヱ 祖 先)。

　 　 　 　 こ の 語 は イ ン ドネ シ ア 語 派 中 央 部 の*ba【r】ingin系`Ficus　 spp.'イ チ ジ ク属

　 　 　 (ク ワ科)(>Mal.beringin`Ficus　 benjamina;Ficus　 acamptophy〃a;Ficus　 micro-

　 　 　stoma;Ficus　 pisifera'[WAYS]:OJay.Jay.waringin:Snd.ca-ringin:Bal.baingin

　 　 　NgD.baringen:Bug.waringing:ToB.baringin)の 周 り に 分 布 す る 。 西 ジ ャ ワ

　 　 　 のSnd.に もca-ringinが あ る が,同 じ くSnd.のnunuk(樹 木 名)が 中 央 部 に 残

　 　 　 る 唯 一 の 同 族 語 の 痕 跡 で あ る とす れ ば,中 央 部 に 現 れ た*ba【r】inginに よ っ て

　 　 　 *nunukは 周 辺 部 に 追 い や ら れ た こ と に な る 。 た だ し,*ba[r】inginは,　 OJav.

　 　 　 か ら 諸 言 語 に 借 用 さ れ て い っ た 可 能 性 も あ る 。 た と え ば,Mal.でberinginは,
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　 　 jawi-jawiと も い わ れ る 。 イ ン ドネ シ ア で は ベ ン ジ ャ ミ ン ツ リ ー に 祖 霊 が 宿 る

　 　 とみ な す 民 間 信 仰 が 遍 在 す る が,イ ン ド起 源 で あ ろ う。Tgl.の 意 味 変 化 は そ

　 　 の よ う な 契 機 に よ っ て 起 っ た 【崎 山 　 1982:16-18】 。 マ ダ ガ ス カ ル で は 民 間 薬

　 　 と してnonokaの 葉 を 煎 じ,赤 痢 の 薬 と す る。 な お46)参 照 。

30)*nya【t】uq～*nyatuq【VERH;BLus　 N】`Sapotaceaeア カ テ ツ科;Palaquium　 spp.

　 　 ガ タ パ チ ャ類(ア カ テ ツ科),>voa-nato【FLACOURT　 l658:121】 ～nato,`lm-

　 　 bricaria　 madagascariensis'【FLAc;MALz;RATE】,`Labram　 ia　bojeri,【PERR】(:

　 　 Mal,　 nyatuh`Sapotaceae　 generally'[WAYS],`Palaquium　 spp.'[LBN　 3]

　 　 NgD.nyatoゴ ム ノ キ:Mks.nato樹 木 名:Tgl.nato`Sterculia'ピ ン ポ ン ノ キ 属

　 　 　(ア オ ギ リ科)【DEMP]。

　 　 　 Imbricariaは 樹 皮 か ら 赤 色 染 料 を 採 り,Palaquiumは 接 着 剤 と な る 樹 液

　 　 　(guttapercha)を 採 る。　Flacourtの 記 述 で は,木 が 建 築 材 と され る ほ か,実 が

　 　 そ の ま ま で,あ る い は ミル ク や 蜂 蜜 と と も に 食 べ ら れ る 　 [FLACOURT　 1658:

　 　 121]0

　 　 　 な おCabanisに は,　 natoをvintaninaと 区 別 せ ず,　 C'alophyllum　 inophyllum

　 　 　(3参 照)と み る よ うな 混 乱 が み ら れ る[Casarris　 et　al.1969:279】 。

31)*paj　 ay`Oryza　 sativa'イ ネ>fary`Saccharu〃2(がo'η αrπ〃z'サ トウ キ ビ(イ ネ 科)

　 　 [FLACOURT　 1658:120;CABA](:Mal.padi`OryZa　 sativa'[WAYS]:NgD.parei

　 　 Bkp.parei:Snd.pare:ToB.pa-1-ge)o

　 　 　 faryを 複 合 語 の 要 素 と す る 名 称 は 多 い 。 す べ て イ ネ に 類 推 して 造 語 さ れ た

　 　 も の でtsi-mpari-fary(=イ ネ モ ドキ)`Echinochloa　 crus-galli'イ ヌ ビ エ(イ ネ

　 　 科)【RIcH】,`Echinochloa　 colonum'イ ン ド ヒ エ(イ ネ 科)[Q田A】,　 fari-na-om-

　 　 by(=ウ シ の イ ネ)`Saccharum　 sp.'サ ト ウキ ビ類 【DESH],　fari-maty(=枯 れ た

　 　 イ ネ)℃lematis　 mauritiana'ク レ マ テ ィ ス(ウ マ ノ ア シ ガ タ科)【RICH;RABE],

　 　 fari-maso(=目 の イ ネ)`Plectranthus　 madagascariensis'ヤ マ ハ ッカ の 一 種(シ

　 　 ソ科)【DESH],　 fari-hazo(=木 の イ ネ)ヤ シ 科 の 一 種 【RlcH】 な どが あ る 。 た だ

　 　 し,fari-sate～fari-saty灌 木 名 【FLAcouRT　 l658:140】 の 現 在 の 植 物 名 称 は 不

　 　 明 で あ る 。

　 　 　 13)のvaryが こ の*pajayに 由 来 す る と み る説 【MARRE　 1883:116;RlcH;

　 　 ARAKIN　 1963:17;馬 淵 　 1974:591】 は,音 韻 変 化 的 に 成 立 し な い 。 ま た,

　 　 varyをPAN*beRas　 r米 粒 」 の 音 位 転 換 形 に 由 来 す る と み る説P皿 　 1951:

　 　 322-323】 も不 自然 で あ る 。 な おAdelaar[1989:26】 参 照 。
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32)*paku`Diplazium　 and　 Athyrium　 spP.メ シ ダ 類(ウ ラ ボ シ 科)'【VERH]

　 　 ～*pah(e)ku`A　 thyrium　 esculentum'【BLus]V】>Mrn.faho～voa-faho:Bts.vo-

　 　 faho`(:ycascircinalis'ジ ャ ワ ソ テ ツ(ソ テ ツ科)[Rica],`Cycas　 thouarsii'ソ テ

　 　 ツ の 一 種 【CABA](:Mal.pakuシ ダ 類(総 称)【WATs】:OJav.Jav.Bkp.Bug.

　 　 Mks.Mdr:paku:ToB.pahu:Tgl.pako?`A　 thyrium　 esculentum'[Corns])o

　 　 　 複 合 語 と し てtsi-paho(=シ ダ モ ドキ)は`Asplenium　 (sensu　 stricto)'

　 　 (Aspleniaceae)チ ャ セ ン シ ダ科 を さ す 【DESH]。

33)*p(a1)apaq葉 の 中 央 脈>Mrn.falafaバ ナ ナ の 葉 の 中 央 脈Bts.ヤ シ 科 の 一 種

　 　 [RICH】(:Mal.pelepah葉 の 中 央 脈:Jav.papah:NgD,Bkp.palapah:Bug.palaPa:

　 　 Tgl.palapa3)

　 　 　 Dempwolffは 祖 語 形 に 「植 物 の 材 料 」 とい う意 味 を 与 え る が,不 適 当 で あ

　 　 ろ う。 諸 言 語 の 意 味 的 対 応 か ら み て,籠 に 編 ん だ り,さ さ ら の よ う に 束 ね て

　 　 ほ う き に し た り,葉 の も っ と も有 効 利 用 し得 る 部 分 名 称 と み る ほ うが よ い 。

34)*paNDan`Pandanaceae,タ コ ノ キ 科>Prov.fandrana`Pandanus　 sp.'【Rlc司(:

　 　 Mal.`Pandanus　 spp.':OJay.Jay.pandan:NgD.ToB.pandan:Bug.Mks.pandang

　 　 　 Tgl.pandan)o

　 　 　 マ ダ ガ ス カ ル でfandranaは,幹 は 水 導 管,葉 は 屋 根 葺 き に 利 用 さ れ る`Pan-

　 　 danus　 sp.'タ コ ノ キ の 一 種 を さ す 。

35)*pun【t】i～*punti【BLus　 N]`Musaceae,バ シ ョ ウ科>fontsy～ontsy【FLA-

　 　 couRT　 l658:119]:Sk1.ontsy:Bt1.otsy`Musa　 sapientum,リ ョ ウ リパ ナ ナ(バ

　 　 シ ョ ウ 科)【RICH],`Musa　 paradisiaca'【CABIA]。

　 　 　 こ の 原 オ ー ス トRネ シ ア 語 形 は オ セ ア ニ ア で は 広 く 分 布 を す る に も か か わ

　 　 ら ず,こ れ を 継 承 す る イ ン ドネ シ ア 語 派 の 言 語 は 知 ら れ て い な い 。 イ ン ドネ

　 　 シ ア 語 派 中 央 部 で あ ら た に 発 生 し た*pisangが*pun【tliを 周 辺 に 追 い や っ た こ

　 　 と に な る 。

　 　 　 な お,Bts.fontsy～ontsy[RICH;CASaxlS　 et　al.1970:474】 は タ ビ ビ トノ キ を

　 　 意 味 す る 。 タ ビ ビ ト ノ キ は 別 名 オ ウ ギ バ シ ョ ウ と 呼 ば れ る よ うに,バ ナ ナ と

　 　 同 じバ シ ョ ウ科 に 属 す る 。18)参 照 。

36)*putat`Barringtonia　 spp.,サ ガ リ バ ナ 属(サ ガ リパ ナ 科)>Bts.fotatra

　 　 `Butonica　 apiculata'[RICH】,　 Skl.fota-be`Barringtonia　 butonica,ゴ バ ン ノ ア シ

　 　 【CABA】(:Mal.putat`Barringtonia　 spp.'【WATs】:NgD.putat(樹 液 が 石 鹸 の 代

　 　 用 に な る 樹 木,植 物 名 称 不 明))。
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　 　 　 た だ し,Bt1.fotatraが ア メ リ カ 原 産 の`Lantana　 Camara,シ チ ヘ ン ゲ(ク マ

　 　 ツ ヅ ラ科)[CaBaivis　 et　al.1970:788】,`Hibiscus　 diversifolius,・ ・マ ボ ゥ(ハ イ

　 　 ビ ス カ ス)の 一 種(ア オ イ 科)[RAB司 な ど を 意 味 す る こ と が あ る。 こ の よ う

　 　 な 変 化 へ の 契 機 は 不 明 で あ る が,た ん に 同 音 異 義 で あ る 可 能 性 も 否 定 で き な

　 　 い 。

　 　 　 オ ー ス トネ シ ア 語 族 で は`Barringtonia　 speciosa(asiatica)'ゴ バ ン ノ ア シは

　 　 *butun`Barringtonia　 spp.,(PMP)【BLUS　 N】,*butu【n～ng】 【SAKI】(>Jav.Mal.

　 　 butun:NgD.buton:Mks.butung:Tgl.botong:Cmr.puteng:Fij.vutu:Sam.

　 　 futu)を 継 承 す る の が 一 般 的 で あ る 。 しか し,マ ダ ガ ス カ ル に こ の 形 は 伝 わ

　 　 ら な い 。 ゴバ ン ノ ア シ は オ ー ス ト ロ ネ シ ア 民 族Y'よ っ て,魚 毒 植 物 と し て 利

　 　 用 さ れ る こ と が 多 い が,マ ダ ガ ス カ ル で そ の よ うな 用 途 は 報 告 さ れ て い な い 。

　 　 た だ し,サ カ ラ ヴ ァ族 で はlaroと い う ト ウ ダ イ グサ 科 の 一 種(Euphorbia)

　 　 を 魚 毒 植 物 に す る こ と が 知 ら れ て い る[Rvun　 1960:71-72】 。

37)*qampelas`Tetracera　 indica'ヤ ス リバ カ ズ ラ(ビ ワ モ ドキ 科),`Ficus　 wassa'

　 　 [VERH】>ampaly`Ficus　 soroceoides'イ チ ジ ク 属(ク ワ科)【RlcH;DESH](:

　 　 Ma1.empelas`Scabrid　 leaves　 plants,　 chiefly　Dilleniaceae'ビ ワ モ ドキ 科 【WATs】:

　 　 Jay.r-empelas:NgD.hampelas^-t-ampelas:Bug.ampellek:Mks.ampallasak)o

　 　 　 イ ン ドネ シ ア,マ ダ ガ ス カ ル と も に そ の 樹 皮 を や す り と し て 使 用 す る。

38)*(q)aRa`Ficus　 variegataク ビ ナ ガ イ チ ジ ク(ク ワ科)and　 other　 spp.イ チ ジ ク

　 　 属(ク ワ科)'(PMP)【VERH】 ～*qaRaヱ`Ficus　 spp.'【BLus】V】>ara17)～vo-ara

　 　 `Ficus　 sp.,【RicxJ,`Ficus　 trich　ophlebia'【PERR】,`Ficus　 cocculifi)lia,【RAB司(:

　 　 Mal.ara`Ficus　 spp.'[WAYS]:OJay.Snd.ara:Ngd.　 Sara:Snr.aha)0

39)*rami樹 液 植 物(PAN)[SAKI】>Skl.Bts.ramy～a-ramy℃'anariu〃1　 mada-

　 　 gascariensis'マ ダ ガ ス カ ル カ ン ラ ン(カ ン ラ ン 科)【CABA;DESH;RA」E1(:

　 　 Ma1.rami～ramin`A　 lchornea　 vi〃osa'オ オ バ ベ ニ ガ シ ワ(ト ウ ダ イ グ サ 科);

　 　 Abroma　 augusta(ア オ ギ リ科);Fieus　 chartaceaシ ラ ボ シ イ チ ジ ク(ク ワ科)

　 　 '【WATS],`Boehmeria　 n　ivea'ラ ミ ー(苧 麻)(イ ラ クサ 科)[WICK]:Jav。rami)。

　 　 　 マ ダ ガ ス カ ル でramyは 樹 液 か ら雌 黄(gamboge)を 採 り,カ ヌ ー の 防 水 用

　 　 に 使 用 さ れ る ほ か,儀 礼 に 際 し 香 と して 焚 い た り,呪 符 に 塗 っ た りす る 。 い

　 　 っ ぼ うrami～raminは い ろ い ろ の 種 類 の 樹 木 を 含 む が,も とは 樹 液 を と り得

17)た だ し,PAN*R>Mrn.zと い う音 韻 変 化 の例 外 と な る[DEivrrWOLFF

　 は 基 層 言 語(マ ド ゥラ語)か ら の借 用 語 か 【DAHL　 1977:95】 。

1937:89】 。 あ る い
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　 　 る 植 物 を 総 称 し た も の と考 え ら れ る 。 し た が っ て,*ralni`Boehmeria　 nivea'

　 　 【BLUS]V】 の よ う に 祖 語 の 意 味 を 限 定 す る こ とは 不 可 能 で あ る18)0

40)*rumbi【y】a`Metroxylon　 sp.'サ ゴ ヤ シ類(ヤ シ科)～*rampia【BLusT　 1977:

　 　 28]^一*Rambia^一*Rumbia`sago　 palm'[BLUS　 N]>rofia^-rafia^-raofia`Sagus　 ruf一

　 　加'【RlcH;Mat　 z】,`Raphia厂 嬢 α'ラ フ ィ ア ヤ シ(ヤ シ 科)[CABA;BABE】(:

　 　 Mal.rumbia～rembia`Metroxylon　 sagus;Nletroxylon　 rumphii,[WAYS;WILK】:

　 　 NgD.hambiε:Bkp.hambie:Bug.rumpia:Mks.ToB.rumbia)(写 真7,8)。

　 　 　 マ ダ ガ ス カ ル に サ ゴ ヤ シ は 生 育 し な い 。 外 形 的 に は サ ゴ ヤ シ に よ く似 た マ

　 　 ダ ガ ス カ ル 原 産 の ラ フ ィ ア ヤ シ に 類 推 が 行 わ れ た の は 妥 当 で あ っ た 。 た だ し

　 　 ラ フ ィ ア ヤ シ か ら 澱 粉 は と れ な い が,葉 の 中 央 脈 や 繊 維 が 縄 や 敷 物 な ど に 有

　 　 効 利 用 さ れ る 点 で サ ゴ ヤ シ と共 通 す る 。 ラ フ ィ ア ヤ シ は,マ ダ ガ ス カ ル で も

　 　 っ と も ポ ピ ュ ラ ー な 有 用 植 物 で,メ リ ナ 族 の こ と わ ざ で も 「ラ フ ィ ア 糸 に 絹

　 　 糸 を つ ぐ な(=木 に 竹 を つ ぐ)」`Aza　 manao　 foly　mena　 tohizan-drofia.'と い わ

　 　 れ る 。 な お,42)参 照 。

41)*rumput草>rompotraキ ャ ッサ バ の 葉(:MaLMal.ToB.rumput草)。

　　　写真7　 Metroxylon　sp.　　 　　　　　　　　　 写真8　 Raphia　ruffia

　 (イン ドネ シア ・ジ ャヤプラ近郊)　 　　 　　 　　 (東部マ ダガスカルの古写真)

18)　湯浅博士V'よ れぽ,Abroma　 augusta,　A　lchornea　vi〃osaは ともに繊維植物 ℃,　Ficusも 気根

　 や樹皮 の繊維が利用 され るので,共 通項 は繊維 を利用 し得 る植物 で樹液 の利用 は二 次的 な も

　 のであ ろ う。
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　 　 　 キ ャ ッサ バ が ア メ リカ 大 陸 か ら 広 ま っ た の は18世 紀 と さ れ る 。 マ ダ ガ ス カ ル

　 　 で キ ャ ッ サ バ はmanga-hazo(=木 の マ ン ゴ ー)と い う が,ス ワ ヒ リ語

　 　 muhogoを 借 用 し たmohogoも 用 い られ る 。

42)*sa(ng)guサ ゴ澱 粉>Prov.sako:Sk1.tsako～tsako-tsako`Zea　 mの1∫,ト ウ モ ロ

　 　 コ シ 【RlcH;CABA](:Ma1.Jav.ToB.saguサ ゴ澱 粉:NgD.Tgl.sago)。

　 　 　 マ ダ ガ ス カ ル に サ ゴ ヤ シ や サ ゴ澱 粉 は 知 ら れ な い 。 た だ し,ト ウ モ ロ コ シ

　 　 が ア メ リ カ 大 陸 か ら 広 が っ た の は16世 紀 以 降 で あ る 。 マ ダ ガ ス カ ル に は18世

　 　 紀 か そ れ 以 前 に 広 ま っ た 【CABArrlS　et　al.1970:905】 。 しか し,そ れ ま で こ の 語

　 　 が な に を さ して い た の か は 不 明 で あ る 。

43)*tabu水 汲 み,あ か 汲 み>tavo～voa-tavo`Cucurbita　 pepo'セ イ ヨ ウ カ ボ チ ャ

　 　 (ウ リ科)[RICH】,`Cucurbita〃zaxima'ク リ カ ボ チ ャ(ウ リ科)【DESx;RABE】(:

　 　 OJav.Jav.tawu水 汲 む:ToB.tabuカ ボ チ ャ:Tg1.taboヱ ヤ シ 殻 製 柄 杓)。

　 　 voa-tavoの サ ン ス ク リ ッ ト語atabu【SIC】 語 源 説 【RIcHlに は 誤 解 が あ る19)。

44)*teleng>tolongo～voa-tolongo℃itrus〃iedica'ブ シ ュ カ ン(ミ カ ン科 〉 【CABA]

　 　 (:Mal.telang～talang`.Ervatamia　 COIッmbosa'サ ン ユ ウ カ の 一 種(キ ョ ウ チ ク

　 　 ト ウ科):Jav.teleng淡 青 色 の 花(植 物 名 称 不 明):ToB.tolong`Carex　 spp.'

　 　 ス ゲ属(カ ヤ ッ リ グ サ 科))。

　 　 　 Dempwolffは 「植 物 名 」 と だ け 意 味 を 与 え て い る が(た だ し,　Mrn.の 例 は

　 　 あ げ ら れ て い な い),言 語 間 の 意 味 的 隔 た りが 大 き く再 構 形 の 意 味 を 与 え が た

　 　 い 例 で あ る 。 音 形 の 偶 然 の 一 致 と い う こ と も考 え られ る 。

45)*temu℃urcuma　 spp.,ウ コ ン 類(シ ョ ウ ガ科)>tamo-tamo`Curcuma　 Tonga'

　 　 ウ コ ン 【RlcH;MALz;DESH;RABE;RAJE】 。

　 　 　 ジ ャ ワ で はkunir℃urcuma　 do〃zestica'ウ コ ン(22参 照)以 外 の 野 生 種 は

　 　 temuで 区 別 さ れ,　 temu　 mangga℃urcu〃to〃2α ηg8α'マ ン ゴ ー ガ ジ ュ ツ,　 temu

　 　 ireng`Curcuma　 aeruginosa,ム ラ サ キ ガ ジ ュ ツ,　temu　 kunci`Boesenbergia　 pan-

　 　 dulata,オ オ バ ン ガ ジ ュ ツ,　temu　 giring`Curcuma　 heyneana,,temu　 glenyeh`Cur-

　 　 cuma　 soloensis',　 temu　 lawak`Curcuma　 xanthorrhiza',　 temu　 putih`Curcuma

　 　 zedoaria,　 temu　 putri`Curcuma　 petiolata',　 temu　 tis`Curcuma　 purpurascens'

19)atabu【RICH]に は 引 用 の誤 り(あ る いは 誤 植?)が あ り,た だ し くは,サ ンス ク リッ ト語

　 alabu-`Lagenaria　 vulgaris'の ユ ウガ オ(ウ リ科)の こ とで あ ろ う。 熟果 は水 入れ と して使 用

　 され る。 この語 は イ ン ドネ シア の諸 言 語 に借 用 され,MaLJav.で はlabuが 厂カ ボ チ ャ,ヒ

　 ョウ タ ン,ト ウ ガ ン」 を意 味 す る 【GoNDA　 1973:322】 。　Dempwolffも 原 オ ー ス トネ シ ア語 に

　 お け る借 用語 と して*labuを 再構 成 し,*tabuと は語 源 的関 係 に な い。
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　 　 [LBN　 7】な どの よ うな 種 類 が あ る。

　 　 　 イ ン ドネ シ ア で も マ ダガ ス カル で も ウ コ ンの根 茎 か ら黄 色 染 料 を とる ほ か,

　 　 マ ダ ガ ス カ ル では 膿 瘍 へ の 湿 布,葉 は マ ラ リア熱 の蒸 気 療 法 に使 用 され る。

　 　 　 Jav.temuだ け が マ ダガ ス カル に み られ る こ とは,こ の 植 物 の 導 入 が も っ と

　 　 も遅 く行 わ れ た こ とを 意 味 す る。

　 　 　 な お,tan-tamu[FLAc】,　 ta-tamo,　 tamo-tamoが`1Vymphaea　 lotus,【RABE】,

　 　 `Nymphaea　 stellata'ム ラサ キ ス イ レン 【CABA;DESH]を さす こ とが あ る。　Nym-

　 　phaeaの 根 茎 は,皮 鞣 しや痔 疾 の 治療 に使 用 され る。 ム ラサ キ ス イ レ ンは スイ

　 　 レ ン科 に 属 し,ウ コ ンの よ うに シ ョ ウガ科 で は な い が,い ず れ も根 茎 が 有 効

　 　 利 用 され るた め に意 味 的分 化 が起 った の で あ ろ う。

46)*zabi`Ficus　 spp.'イ チ ジ ク属(ク ワ科)>avi-avy`Ficus　 sp.`【RIcH】,`Ficus

　 　 trichopoda'[DESH;RAE],`Ficus　 megapoda'[CABA;RABE],`Ficus　 baroni'

　 　 【CABA】(:Mal.j　 awi-j　awi`Ficus　 benja〃z　ina'ベ ン ジ ャ ミン ツ リー 【WATs】,`Ficus

　 　 rhododendrifolia'[Wu.x]:Mks.jawi-j　 awi:ToB.jabi-j　 abi)o

　 　 　 avi-avyの 樹 液 は 鳥 も ち と して 使 用 され る。29),37),38)も イ チ ジ ク属 に

　 　 属 す るが,こ の よ うな用 途 の相 違 に基 づ い て名 称 が 区 別 され た の で あ ろ う。

v皿. マダガス カル語 の形成

　 ]1章 で も述 べ た よ うに,現 在 の マ ダ ガ ス カル に お け る諸 言 語 相 互 間 の 相違 は比 較 的

小 さい。 それ は,17世 紀 以 降 か ら始 ま った イ メ リナ王 国 に よ る国土 統 一 に起 因す る と

考 え られ る。 イ メ リナ王 国 を建 てた メ リナ族 は,イ ン ドネ シア か らの最 後 の移 民 と し

て14世 紀 ま で に マ ダガ ス カ ル北 東 部 に 上 陸 した あ と,15世 紀 ごろ に は ヴ ァジ ンパ 族 の

住 ん で い た 中央 高 地 に進 出 し 【LABATuT　 et　RAHARINARIVONIRINA　 1969:79】,16世 紀

ごろか ら各 地 に割 拠 して い た 小 王 国 を 吸 収 しつ つ,18世 紀 末 に ほ ぼ 国土 の大 半 を 支 配

す る に いた った 。

　 メ リナ族 に は,文 化 要 素 的 に も ジ ャ ワ的 な側 面 が 少 な か らず み とめ られ る 臈 谷 他

1989:451-454)。 現 在 の マ ダ ガス カル 語 は メ リナ 語 を 母 体 と して で きあ が って い るが,

言 語 的 に も明 らか に ジ ャ ワ的 用 法 を 継 承 す る部 分 が あ る。つ ぎに そ の顕 著 な例 を示 す 。
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1.語 　 彙

　 皿 章 で 述 べ た よ うに,Dempwol＄'の 比 較 語 彙 に お い て,メ リ ナ 語 が ジ ャ ワ語 と の

み 共 有 す る 語 彙 は 非 常 に 少 な く,つ ぎ の9項 目 し か な い 。

　 1)*【h】abiq「 そ れ ぞ れ 」>Jav.k-abεh:Mrn.avy

　 2)*【h】aNDa　 r上 方 」>Jav.anda　 r梯 子 」:Mrn.andra

　 3)*duRuq　 r液 体 」>Jav.du-duh　 r果 汁 」:Mrn.ro「 果 汁,肉 汁 」

　 4)*[h]ela[r】 「羽 毛 」>Jav.elar「 鳥 の 羽 」:Mrn.elatra「 翼 」20)

　 5)*【h】iling「 注 ぐ」>Jav.iling:Mrn,idina

　 6)*【h】intang「 星 」>Jav.1-intang:Mrn.k-intana

　 7)*lamak「 マ ッ ト」>Jav.1εmεk「 裏 打 ち 」:Mrn.lamaka

　 8)*li(m)pung「 槍 」>Jav.limpung:Mrn.lefona

　 9)*nusa「 島 」>Jav.nusa:Mrn.nosy

　 た だ し再 構 成 に は い た ら な い が,こ の ほ か に も ジ ャ ワ語 と 共 通 す る 語 彙 が あ る 。

　 10)Jav.aling「 覆 い 」:Mrn.alina「 夜 」

　 11)Jav.lara「 病 」:Mrn.rary「 病 む 」

　 12)Jav.linu「 うず く 痛 み 」:Mrn.dilo「 歯 ・耳 の 刺 激 痛 」

　 13)Jav.rina「 昼 間 」:Mrn.raina「 朝 」:【FLac)maraina21)

　 14)Jav.waj　 a「 歯 」:Mrn.vazana「 八 重 歯 」

　 な お,碑 文 に の み 残 る 古 マ レ ー 語[COEDES　 1930]と 対 応 す る若 干 の 例 も あ る 。

　 15)OMal.samvau:OJav.sambong　 r舟 の 一 種 」:Mrn.sambo「 汽 船 」

　 16)OMal.tapik「 軍 隊 」:Mrn.tafika「 軍 隊 」

　 こ の よ うに 語 彙 面 で は ジ ャ ワ語 か ら あ ま り影 響 が み られ な い の は,あ と で 述 べ る よ

うに 注 目 す べ き 点 で あ る 。 しか し,メ リナ 語 に は ジ ャ ワ語 に 由 来 す る 特 有 の 語 法 が み

と め ら れ る。 そ の ひ とつ に 独 特 の 修 辞 法 に 基 づ く表 現 が あ る 。

　 17)OJav.hayu-a「 良 か れ,… して 良 か ろ うか 」>Jav.aj　 a「 …(す る)な 」:Mrn.

　 　 　 aza「 …(す る)な 」22)

20)　 この 再構 形 はDah1に よ って*elajと 修 正 され た[DA皿 　 1951:71-71】 。

21)Mny.raai「 日の 光 」 をrainaの 語 源 とみ る説 【D証匹　 1951:325】 は 不 適 当 で あ る。 この よ

　 うに 原 オ ース トロネ シ ア語 が マ ダ ガス カル の 言 語 に お い て 二 重母 音 化す る場 合 が あ る。 た と

　 えば,PAN*tulang骨>Mrn.tolana:Bts.(南 部)tolanga:taholen[FLAG]:Atd.Bar.taola:

　 Bts.taolang,　 PAN*rumbi【yla`Metroxylon　 Sjl.,サ ゴヤ シ類>rofia～rafia～raofia'Raphia

　 raffia'ラ フ ィァ ヤ シ(W章40参 照)。

22)　 メ リナ語 のazaはMny.の 禁 止 語adaと 音 韻 的 に対 応 しな い。 した が って,　Dah1の マ ア ニ

　 ャ ン語 語 源 説 【DA肌 　 1951:192]は 成 立 しない 。
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　 この例 は,古 ジ ャ ワ語hayu「 良 い 」 とい う形 容 詞 に非 現 実 を 表 す た め の接 尾 辞 一a

が付 いた 語 で,も と も とは 禁 止 を表 す た め の ジ ャ ワ語 的 婉 曲表 現 に 由来 す る。

　 また この 一aは メ リナ語 で は,命 令 形 の接 尾 辞 と して 使 用 され る(た だ し行 為 者 重

点 文(actor　 focus)に お い て)。

　 18)OJav.cara　 r方 法 」(← サ ンス ク リ ッ ト語acara-「 作 法」):Mrn.tsara　 r良 い 」,

　 　 　 tsars(<tsara-a)「 良か れ 」(ア クセ ン トの 位 置 の 移 動 に 注 意)。

2.文 　法(接 辞法)

　 文 法 面 で は,こ の よ うな接 尾 辞 一aが 存 在 す るほ か,ジ ャ ワ語 に特 徴 的 な敬 称 の 接

頭 辞ra。(母 音 の 前 で はr-)が メ リナ語ra一 と対 応 す る。 た だ し,メ リナ語 で はra一 が

人 名 に 冠 せ られ る の み な らず,親 族 名 称 の 普 通 名詞 に も痕 跡 と してra一 を ともな って

現 れ る こ とが あ る。

19)　 　 OJay. Mrn.

r-anak　 r子 」 rana。,た だ しrana-bavy　 r兄 弟 か ら姉 妹 へ,男 性 か ら 母 ・

妻 ・娘 以 外 の 女性 へ の 呼称 」,rana-dahy　 f姉 妹 か ら兄弟 へ,

女性から父 ・夫 ・息子以外への呼称」 という複合語として

用 い ら れ る。(vavy～bavy　 r女 性 」,　lahy～dahy　 r男 性 」)。

ra-ka　 r兄,夫 」 raha-,た だ しraha-vavy　 r妻 方 の 姉 妹 」,　raha-1ahy　 r夫 方

の兄弟」 という複合語 として用いられる。

r-ari　r弟,妹 」 ra-zandry　 r弟 また は 妹 へ の 呼 称 」

yayah　 r父,母 」 r-azana「 祖 先 」,　r-ay「 父 」(r-ai-be「 祖 父=大 き い 父 」)

　 古 ジ ャ ワ語ra-kaは 「姉 」 に は 用 い られ ず,「 姉 」 は 「兄 」 を 含 む一 般 的 呼 称kaka

に よ って表 わ され る。 ま た古 ジ ャ ワ語 の敬 称 を とも な ったra-bi　 r妻 」 は マ ダガ ス カ

ル に見 出 され な い 。 古 ジ ャ ワ語yayahは 敬 称 を含 ま ない が,マ ダ ガス カル で は敬 称

を付 け た 「祖 先 」 「父 」 とい う姉 妹 語 を 発 生 させ て い る。 この よ うな 敬 称 を 発 生 させ

た の は,「 祖 先 に よ って生 き る社 会 」(society　of　the　ancestors)[BLOCK　 1971:37-72】

と特 徴 づ け られ る よ うに,と くに祖 先 崇 拝 を 重 ん じる文 化 的 側 面 と無 関 係 で は な い。

　 マ ダ ガ ス カル で 「母」 に は古 ジ ャ ワ語 で な くカ リマ ンタ ン系 の 語 彙 が保 持 され る。

す なわ ちNgD.inε:Mny.inεh:Dsn.　 inε1(<PAN*ina)に 由 来 す るMrn.r-eny　 r母 」

(r-eni-be　r祖 母=大 きい 母 」)と いわ れ る が,こ こに は古 ジ ャ ワ語 の敬 称 接 頭 辞ra一

を と もな って い る点 が 注 目 され る。
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　 さ らに メ リナ語 で は,接 辞 法 に おい て 古 ジ ャ ワ語 で独 特 の音 韻 変 化 を 行 った 接 尾 辞

を 直 接,継 承 す る場 合 が あ る。つ ぎの 古 ジ ャ ワ語 の例(welar-an-a)の な か の 一an一は,

後 に非 現 実 の 一aを と もな うと き,も と も と場 所 を 指 示 す る接 尾 辞 一iが変 化 した 不 規

則 な交 替 形 で あ る。 メ リナ語 の 目的 語 重 点 文(object　 focus)の 一in一と場 所 ・受 益 者

重 点 文(location-beneficiary　 focus)の 一an-【KUROKAWA　 1985:256】 は,そ れ ぞれ,

古 ジ ャ ワ語 の受動 形 の接 尾 辞 一en一とこの 変 則 的 な 一an一を 語 源 と して い る こ とが 明 ら

か で あ る。 なお,場 所 ・受 益 者 重 点 文 の命 令 形 は,-aで な く 一〇が 用 い られ るが,こ

れ は 古 ジ ャ ワ語 と対 応 せ ず,マ ダ ガス カルに おけ る二 次 的 発 生 に か かわ る。 つ ぎ の例

の祖 語 形 はPAN*belajで あ る。

20)　　　　　　　　　　　　　　OJay. Mrn.

welar「 広 げ る 」 ～melar velatra「 広 げ る 」 ～mamelatra

welar-en-a「(あ る 場 所 に) 広げられよ」 velar-ina「(な に か が)広 げ られ る」

welar-an-a「(あ る場 所 に) 広げられる」 velar-ana「(あ る場 所 に)広 げ られ る」

welar-a　 r広 げ よ 」 velar-0「 広 げ よ」

お　わ　 り　 に

　 マ ダ ガス カル の言 語 形 成 を,以 上 に述 べ て きた よ うな語 彙 的 文 法 的 現 象 に 基 づ き,

あ らた に 渡 来 した支 配 者 の言 語 と土 着 の被 支 配者 の言 語 とい う観 点 か ら分 析 す る な ら

ば,最 後 の移 民 で あ る ジ ャ ワ人 は話 し手 の 数 で は 少数 派 で あ った が,そ れ 以 前 か ら定

住 して い た 民 族 に よ って ジ ャ ワ語 が リング ア ・フ ラ ン カ(交 易 用言 語)と して 使 用 さ

れ 始 め る。 た だ し,14世 紀 以前 の ジ ャ ワ語 に は,現 在 の ジ ャ ワ語 にみ られ る よ うな組

織 的 な 敬 語 体 系 が ま だ 発 達 して い な か った こ と も指 摘 して お き た い 【崎 山　 1985:

50】。 この よ うに い った ん ピジ ン化 を 始 め た ジ ャ ワ語 は,ひ き続 い て ク レオ ール とな

り,現 代 の マ ダ ガス カル語 へ と継 承 され てゆ く,と い う仮 説 が 立 て られ よ う。 ジ ャ ワ

語 の ピジ ン化 に は,皿 章 お よび 皿章 で 明 らか に した よ うに,語 彙 的 に は南 部 カ リマ ン

タ ン諸 語 を 基 層 言 語 とす る影 響 を 強 く留 め なが ら,V皿 章 で み た よ うに,文 法 的 に は ジ

ャ ワ語 法 をか な り残 す とい った,こ れ まで に知 られ て い る通 常 の ピジ ン化 の パ タ ー ン

を た ど った こ とが 認 め られ る。 す で にSolheim皿 も マ ダ ガ ス カ ル語 の 起 源 を リン グ

ア ・フ ラ ンカにこあ る とみ て い る 【SoLHEIM　 I[　 1965:35-36]。 た だ しSolheim皿 は,

共 通 語 とな った 言 語 を,仮 にDahl説 に従 うな らば,古 マ ア ニ ャ ン語 か あ るい は そ れ
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に 近 い 言 語 で あ る,と 考 え た。 私 の考 え とは 具 体 的 に 内 容 が異 る もの の,ピ ジ ン化 と

い うプ ロセ ス をみ とめ よ う と した点 では 賛 成 で き る。

　 【略 　号　表]

マダガスカルの諸言語名

Atd : Antandroy 

 Btl  : Betsileo 

 Shn  : Sihanaka

Atk : Antankarana 

Bts : Betsimisaraka 

 Skl : Sakalava

Atn  : Antanosy 

 Mm : Merina 

Vez  : Vezo

Bar  : Bara 

 (Prov  : Provincial)

イ ン ドネ シア ・オ セ ア ニ アの オ ース トロネ シア諸 言 語 名

 Bal : Balinese 

 Bug  : Bugis 

Hnn : Hanunoo 

Mdr : Mandar 

Ngd : Ngadha 

Sam : Samoan

ToB : Toba-Batak

Bkp : Bakumpai Bnt : Bontok 

Cmr : Chamorro  Dsn  : Dusun 

 Ifg  : Ifugao  Jav  : Javanese 

Mks : Makassar  Mny  : Maanyan 

 0Jav  : Old Javanese  OMal : Old Malay 

Snd : Sundanese  Snr  : Sangirese 

 Trr  : Tiruray

BoM : Bolaang-
     Mongondow 

Fij : Fijian 

 Mal : Malay 

NgD : Ngaju-Dayak 

Pal :  Palauan 

Tgl : Tagalog

オ ー ス トロネ シ ア語族 祖 語 名

PAN : Proto-Austronesian 

PMP : Proto-Malayo-
     Polynesian

 PBRT  : Proto-Barito 

PWMP : Proto-Western 
       Malayo-Polynesian

PEI : Proto-Eastern 
    Indonesian

付 記

　 本論文は,民 博特別研究 「アジア ・太平洋におけ る民族文化の比較研究」(研 究代表 ・佐 々木

高明教授)の 海 外出張経費 に よ り1989年1～2月,お よび文部 省在外研究員経 費に よ り1990年

ll～12月,マ ダガスカルお よび フラ ンスで2回 にわた り実施 した現地 調査 と資料調査 に よる研

究成果の一部 をなす ものであ る。 マ ダガス カルでは,ア ンタナナ リヴ大学附属芸 術 ・考 古学博

物 館(1991年 か ら文 明学研究所を兼ね る)J.A.　 Rakotoarisoa館 長 の ご配慮 に より,メ リナ,ベ

ツィ ミサ ラカ,ヴ ェズ,北 部サ カラヴ ァの各言語(方 言)の 現地調査 を行 うことがで きた。

　 本論文 の内容 は,1991年6月15日 京都大学 ア フ リカ研究 セ ンター主 催の第11回 シ ンポジ ウム

「ア フ リカの 自然 と文 化」,1991年7月6日 民博共 同研究会 「台湾お よびその周辺諸 語における

古層 の言語学 的 ・民族学 的研 究」(研 究代表 ・松 澤員子教授)で 部分的に 口頭 発表 を した。その

際 の質間者 の方が た,草 稿 全体を通読 し有益 な コメン トを寄せ られた民博の福井勝義助教授 と

石森秀 三助教授,そ してVd章 を読み細部 にわ たる ご教唆を くださ った財団法人 ・進化生物学研

究所 の湯浅浩史博士(民 族植物学)に 深 く感謝 したい。
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